
一

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食

│
農
民
・
労
働
運
動
の
消
滅
と
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
│
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秀　
　

雄

１ 

高
度
経
済
成
長
期
と
そ
れ
以
降
の
地
域
社
会
の
編
成

２ 

農
民
運
動
は
な
ぜ
消
滅
し
た
か

３ 

一
九
五
〇
年
代
労
働
運
動
の
可
能
性
と
限
界

４ 

「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
非
政
治
化
効
果

５� 

高
度
経
済
成
長
の
負
の
遺
産
：
過
剰
制
度
化
の
果
て
に

本
稿
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
日
本
に
労
働
・
家
族
な
ど
様
々
な
分
野
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、「
日
本
型
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
（
制
度
・
慣
行
・
行
動
・
意
識
の
束
）
が
、
地
域
社
会
分
野
に
お
い
て
も
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
検
討
す
る（（
（

。

論　
　
　

説



二

地
域
社
会
と
い
う
単
位
に
お
け
る
「
高
度
経
済
成
長
期
日
本
型
モ
デ
ル
」
と
は
何
か
、と
い
う
問
題
設
定
は
あ
り
ふ
れ
て
い
そ
う
だ
が
、

日
本
都
市
社
会
学
会
・
地
域
社
会
学
会
で
は
、
少
な
く
と
も
大
会
や
学
会
誌
レ
ベ
ル
で
は
、
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
、
地
域
開

発
政
策
（
と
く
に
全
総
・
新
全
総
）
に
よ
る
地
域
社
会
変
動
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
住
民
運
動
、
あ
る
い
は
都
市
的
生
活
様
式
の
普
及
と
い

う
図
式
を
常
識
化
し
て
き
た
関
係
者
に
と
っ
て
、
自
明
過
ぎ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
そ
う
考
え
て
み
よ
う
。
封
建
社
会
い
ら
い
構

造
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
存
続
し
て
き
た
「
村
落
共
同
体
」「
ム
ラ
」
が
、
社
会
移
動
・
地
域
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
を
要
因
と
し

な
が
ら
「
都
市
」「（
普
遍
的
・
開
放
的
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に
置
き
換
わ
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、

高
度
成
長
は
理
解
さ
れ
て
き
た
。
奥
田
道
大
・
佐
藤
慶
幸
・
似
田
貝
香
門
な
ど
が
追
究
し
て
き
た
方
向
性
は
こ
れ
で
あ
る
。
だ
か
ら
地
域

社
会
分
野
に
お
け
る
「
高
度
成
長
期
日
本
モ
デ
ル
」
と
は
「
住
民
運
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
発
芽
さ
せ
た
近
代
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
立
で
あ
る
」

と
い
う
の
が
、
学
説
史
的
に
言
え
ば
社
会
学
事
典
に
書
か
れ
る
べ
き
回
答
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
改
め
て
今
日
の
地
域
社
会
学
者
と
し
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
単
線
的
図
式
は
多
く
の
点
で
物
足
り
な
い
か
、
説
明
力
に
欠
け
て

い
る
。
第
一
に
、「
昭
和
二
一
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
解
散
を
命
じ
た
も
の
の
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
は
簡
単
に
復
活
し
た
自
治
会
が
、
い
ま

だ
に
自
治
体
行
政
の
末
端
を
担
っ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
多
く
の
地
方
自
治
体
の
構

図
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
第
二
に
、
高
度
成
長
期
と
い
う
特
異
な
時
代
の
役
割
が
か
え
っ
て
分
か
ら
な
い
。
記
述
的
に
は
高
度
成
長

のbefore/after

で
地
域
社
会
が
ど
う
違
う
の
か
、
こ
の
図
式
か
ら
は
導
け
な
い
し
、
分
析
的
に
言
え
ば
地
域
開
発
と
社
会
移
動
し
か
説

明
変
数
が
な
く
説
得
力
に
欠
け
る
。
す
な
わ
ち
単
線
的
都
市
化
論
で
は
、
高
度
成
長
期
と
い
う
史
的
転
機juncture

が
、
社
会
構
造
に

ど
の
よ
う
な
歪
み
を
与
え
現
代
に
至
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
説
明
が
不
可
能
に
な
る
。
第
三
に
、
家
族
・
労
働
・
企
業
・
教
育
・
階
級
と

い
っ
た
、
社
会
を
構
成
す
る
他
要
素
と
の
関
係
が
十
分
に
議
論
さ
れ
な
い
。
本
田
由
紀
の
「
戦
後
日
本
型
循
環
モ
デ
ル
」（
本
田



三

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

二
〇
一
四
）
に
お
い
て
、
地
域
社
会
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
第
四
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
格
差
に
分
断
さ
れ
、
共
同
性
は
お

ろ
か
公
共
性
（
議
論
の
土
俵
）
す
ら
失
わ
れ
た
二
〇
一
〇
年
代
社
会
の
荒
廃

ぶ
り
を
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、「
地
域
社
会
に
お

け
る
高
度
成
長
期
日
本
型
モ
デ
ル
と
は
な
に
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
地
域
社

会
学
の
大
い
な
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
チ
ャ
プ
タ
ー
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
研
究
蓄
積
の
あ
る
農
村
・
農
民
（
2
節
）
と
重
工
業
・
労
働
者

（
3
節
）
を
素
材
に
し
つ
つ
、
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
が
、
結
論
は
若
干

ト
リ
ッ
キ
ー
な
も
の
に
な
る
。
先
取
り
し
て
述
べ
れ
ば
、
地
域
社
会
に
お
け

る
高
度
経
済
成
長
期
と
は
、
そ
れ
以
前
の
農
民
・
労
働
運
動
の
連
帯
を
掘
り

崩
し
、
ま
だ
ら
模
様
的
な
「
新
し
い
つ
な
が
り
」
以
外
の
広
大
な
領
域
に
非

連
帯
・
無
縁
を
創
り
出
す
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
社
会

に
お
い
て
「
高
度
成
長
期
日
本
型
モ
デ
ル
」
と
言
い
う
る
も
の
は
一
度
も
成

立
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
地
域
社
会
を
軽
ん
じ
、
地
域
社
会
に
自

治
的
に
人
・
物
・
金
を
注
が
な
く
な
っ
た
傾
向
性
こ
そ
日
本
の
高
度
成
長
の

果
実
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
地
域
の
「
生
活
─

労
働
」
を
基
盤
と
す
る
連
帯
が

掘
り
崩
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、本
田
由
紀
の
い
う
「
戦
後
日
本
型
循
環
モ
デ
ル
」

政府

父
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新規労働力

子　教育費・教育意欲

・長期安定雇用
・年功賃金・新規学卒一括採用

・高い若年労働力需要

・公的な教育支出の少なさ
・「教育ママ」

産業政策

自営等
非正社員

正社員

母

仕事

教育 家族

政府
自営等
非正社員

図１　戦後日本型循環モデル



四四

（
図
1
）
が
成
立
し
、
日
本
人
は
企
業
と
家
庭
に
全
精
力
を
注
ぎ
込
ん
だ
の
だ
、
と
も
言
い
う
る
。
二
〇
一
〇
年
代
の
日
本
の
荒
廃
は
、

こ
の
よ
う
な
「
今
だ
け
・
金
だ
け
・
自
分
だ
け
」
傾
向
の
行
き
着
い
た
結
末
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
社
会
意
識
に
責

任
を
求
め
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
傾
向
は
4
節
で
見
る
よ
う
に
日
本
の
特
異
な
住
宅
政
策
が
も
た
ら
し
た
構
造
的
結
果
で
あ
る
。

な
お
余
計
な
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
結
論
は
地
域
・
都
市
社
会
学
の
あ
り
方
に
も
反
省
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
の
全
体
的
傾
向
性
に

逆
ら
い
、
稀
少
な
先
進
的
自
治
・
運
動
に
着
目
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
共
同
性
」
を
追
い
求
め
続
け
た
の
が
地
域
・
都
市
社
会
学
会

史
だ
か
ら
だ
。
学
者
が
注
目
す
る
尖
端
的
事
例
以
外
の
広
大
な
エ
リ
ア
に
広
が
る
非
連
帯
の
荒
れ
地
と
焼
き
畑
こ
そ
が
、
二
〇
一
〇
年
代

日
本
社
会
の
惨
状
を
招
い
た
こ
と
を
改
め
て
顕
在
化
さ
せ
、分
析
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
な
お
タ
イ
ト
ル
に「
労
働
─

生
活
連
帯
」

と
い
う
、
現
代
風
で
は
な
い
言
葉
遣
い
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
海
道
の
労
働
者
研
究
に
執
念
を
燃
や
し
た
故
・
布
施
鉄
治
氏
が
多

用
し
た
タ
イ
ト
ル
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

１ 

高
度
経
済
成
長
期
と
そ
れ
以
降
の
地
域
社
会
の
編
成

農
民
運
動
と
重
工
業
に
お
け
る
労
働
運
動
と
い
う
具
体
的
な
素
材
に
つ
い
て
語
る
前
に
、「
単
線
的
都
市
化
論
」
で
は
な
い
形
で
高
度

成
長
期
の
地
域
社
会
を
ど
う
理
解
・
整
理
す
べ
き
か
、
筆
者
な
り
の
解
釈
と
理
論
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

1
─

1　

ム
ラ
社
会
的
斉
一
性
の
解
体

出
発
点
と
な
る
べ
き
事
実
認
識
と
し
て
「
高
度
成
長
の
一
成
果
と
し
て
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に

─
つ
ま
り
昭
和
と
軌
を
一
に
し
て



五

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

五

─
ム
ラ
社
会
が
日
本
か
ら
事
実
上
消
滅
し
た
」
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か（（
（

。
も
ち
ろ
ん
ム
ラ
の
解
体
は
長
期
に
わ
た
る
プ
ロ
セ
ス

だ
。
経
済
史
家
の
中
村
吉
治
は
、
家
連
合
な
し
に
生
活
が
成
立
し
な
か
っ
た
封
建
時
代
の
村
落
共
同
体
が
明
治
期
以
降
に
解
体
し
た
プ
ロ

セ
ス
を
『
日
本
の
村
落
共
同
体
』
で
論
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
ム
ラ
社
会
と
い
っ
て
も
近
現
代
史
上
何
度
か
の
再
編
を
経
て
い
る
こ
と
に
注

意
を
促
し
つ
つ
も
、
い
か
な
る
意
味
で
あ
れ
ム
ラ
社
会
的
な
規
範
と
集
団
性
を
論
じ
る
こ
と
で
「
日
本
の
地
域
社
会
」
を
語
れ
た
時
代
が

終
わ
っ
た
、
こ
の
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
中
根
千
枝
（『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』
一
九
六
七
）
世
代
の
あ
と
、
昭
和
以
後
に
「
日
本
人
論
」

が
話
題
に
な
ら
な
く
な
っ
た
事
実
が
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
（
も
っ
と
も
、
非
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
分
野
で
い
わ
ゆ
る
「
日
本
ス
ゴ
イ
本
」
が
書
店
店

頭
に
山
積
み
に
な
る
光
景
が
二
〇
一
〇
年
代
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
5
節
で
触
れ
る
よ
う
に
一
種
の
「
鬼
っ
子
」
で
あ
り
、
別
の
文
脈
の
話
に
な
る
）。

ま
た
昭
和
的
な
ド
ブ
板
選
挙
で
ム
ラ
の
有
力
者
や
家
長
を
抱
き
込
め
ば
地
域
統
治
が
で
き
る
と
い
う
時
代
も
、
小
選
挙
区
制
導
入

（
一
九
九
六
）
と
前
後
し
て
終
わ
っ
て
い
た（（
（

。
地
域
社
会
は
、
単
一
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
れ
な
い
多
様
で
複
雑
な
存
在
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
高
度
成
長
と
は
「
日
本
の
地
域
社
会
」
の
斉
一
性
を
解
体
す
る
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
。
島
崎
稔
・
北
川
隆
吉
『
現
代
日
本
の
都
市
社
会
』

（
一
九
六
九
）
と
か
福
武
直
『
日
本
社
会
の
構
造
』（
一
九
八
一
）
の
よ
う
な
本
を
、
も
は
や
書
き
よ
う
が
な
い
と
い
う
困
難
が
、
そ
の
後
の

地
域
社
会
学
者
に
は
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
都
市
・
地
域
社
会
学
会
で
「
日
本
型
モ
デ
ル
」
が
テ
ー
マ
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
潜
在
意
識
下
で
こ
の
困
難
に
立
ち
す
く
ん
だ
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
ム
ラ
社
会
が
解
体
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
二
〇
世
紀
後
発
国
特
有
の
大
規
模
な
国
内
移
民
現
象
が
生
じ
、
三
大
大
都

市
圏
へ
の
人
口
集
中
が
生
じ
た
こ
と
も
、
改
め
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
2
）。
こ
れ
に
よ
り
、
三
大
都
市
圏
の
郊
外
部
と
り

わ
け
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
言
わ
れ
る
地
区
で
は
新
住
民
が
大
量
に
流
入
し
旧
来
住
民
と
の
人
口
割
合
を
逆
転
す
る
現
象
が
起
き
た
。た
だ
し
、

高
度
成
長
期
に
お
け
る
「
新
住
民
」
の
場
合
、
今
日
の
よ
う
に
「
自
治
会
に
入
ら
な
い
」
と
か
「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ツ
ば
か
り
」
と



六

か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
1
─

2
で
見
る
「
新
し
い
つ
な
が
り
」
を
形
成
す
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
図
2
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
高
度
成
長
末
期
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
直
前
を
境
に
、
爆
発
的
な
人
口
流
入
が
い
っ
た
ん
落
ち
着
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
落
ち
着
き
」
の
背
景
に
は
農
村
部
の
兼
業
化
・
都
市
化
現
象
が
あ
る
、
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
こ

の
点
は
1
─

3
に
お
い
て
再
確
認
し
た
い
。

1
─

2　
「
都
市
の
新
し
い
つ
な
が
り
」
の
地
域
／
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定
性

だ
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
ム
ラ
社
会
的
で
は
な
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
／
個
人
単
位
／
「
新
し
い
社
会
運
動
」
的
に
な
っ
た

「
つ
な
が
り
」
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
す
で
に
触
れ
た
奥
田
道
大
・
佐
藤
慶
幸
・
似
田
貝
香
門
等

の
論
者
に
加
え
て
上
野
千
鶴
子
（『「
女
縁
」
が
社
会
を
変
え
る
』）・
長
谷
川
公
一
（「
市
民
運
動
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」）
な
ど
が
、
こ
の
方
向

で
論
じ
た
し
、
研
究
対
象
と
な
る
地
域
集
団
も
自
治
会
・
町
内
会
の
よ
う
な
伝
統
的
集
団
よ
り
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
運
動
な
ど
新
規
参
入
団

体
の
方
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
社
会
の
全
般
的
都
市
化
を
踏
ま
え
た
研
究
動
向
で
も
あ
り
、主
流
派
地
域
社
会
学
者
の
多
く
は
都
市（
郊

外
）
の
住
民
運
動
を
論
じ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
新
し
い
「
つ
な
が
り
」
が
ム
ラ
社
会
に
取
っ
て
代
わ
る
地
域
政
治
の
連
帯
原
理
に
な
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、

現
実
政
治
的
に
は
否
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
小
選
挙
区
制
や
一
票
の
格
差
是
正
に
よ
り
、
都
市
部
の
発
言
力
が
高
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）。

実
際
、
天
野
正
子
は
「
こ
の
時
期
（
引
用
者
注
：
一
九
七
〇
年
代
半
ば
）
以
降
し
だ
い
に
、
人
び
と
が
集
ま
る
個
人
的
契
機
や
集
ま
り
を
生

み
出
す
社
会
的
契
機
、
そ
こ
で
の
つ
き
あ
い
の
輪
郭
が
不
透
明
と
な
っ
て
サ
ー
ク
ル
の
実
体
そ
れ
自
体
が
み
え
に
く
く
な
っ
て
い
く
」
と

述
べ
て
い
る
（
二
〇
〇
五
：
二
）。
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
っ
た
の
ち
「
新
し
い
連
帯
」
や
そ
れ
を
バ
ッ
ク
に
し
た
と
見
ら
れ
る
政
治
家
（
具



七

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

体
名
を
出
せ
ば
美
濃
部
亮
吉
・
長
州
一
二
・
管
直
人
・
大
河
原
雅
子
な
ど
）

が
力
を
持
ち
え
た
瞬
間
は
、
革
新
自
治
体
の
時
期
や
民
主
党
政
権

の
時
期
な
ど
、
間
歇
的
に
は
見
ら
れ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
持
続

的
・
凝
集
的
な
政
治
基
盤
た
り
え
て
い
な
い
。

高
度
経
済
成
長
期
に
多
く
の
研
究
の
焦
点
の
一
つ
と
な
っ
た
大

規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
地
、
東
京
都
多
摩
市
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
扱
っ
た
石
田
光
規
の
最
近
の
研
究
成
果
は
、
前
段

落
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
度
経
済
成
長
期
当

時
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、「
新
規
開
拓
地
区
よ
り
も
農
民
層

が
残
存
し
た
地
区
の
ほ
う
が
旧
来
的
慣
習
が
残
り
、
総
体
的
に
近

隣
関
係
が
濃
密
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
代

に
実
施
し
た
石
田
の
調
査
で
は
、
既
存
地
区
（
農
民
層
が
残
存
し
た

地
区
）
で
「
近
所
づ
き
あ
い
が
盛
ん
」
と
答
え
た
人
は
他
地
区
よ

り
も
少
な
か
っ
た
。
こ
の
一
見
矛
盾
す
る
デ
ー
タ
は
、
地
付
き
層

が
一
割
程
度
と
な
り
多
数
派
は
平
成
以
降
入
居
者
だ
と
い
う
現
在

統
計
と
付
き
合
わ
せ
れ
ば
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
石
田
の
調
査

「
結
果
は
、
新
住
民
の
多
く
が
地
域
に
根
付
く
こ
と
の
な
い
流
動

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000
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図2　三大都市圏における転入超過数、1954─2015

　出典：総務省統計局『住民基本台帳人口移動報告年報』により算出（国立社人研）



八

層
、
ま
た
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
閉
鎖
空
間
に
閉
じ
こ
も
る
地
域
無
関
心
層
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
石
田

二
〇
一
五
：
二
〇
〇
）。

「
何
故
、
新
し
い
つ
な
が
り
は
持
続
し
な
か
っ
た
の
か
？
」
と
問
う
た
と
き
に
出
て
く
る
有
力
な
仮
説
は
、
そ
れ
が
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定

の
出
来
事
だ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
答
え
だ
。
少
し
丁
寧
に
記
述
す
る
と
、「
新
し
い
連
帯
と
は
、
集
団
就
職
に
象
徴
さ
れ
る
国
内
移
民
コ
ー

ホ
ー
ト
が
、
ム
ラ
社
会
的
な
凝
集
力
を
都
市
で
も
発
揮
し
た
と
い
う
、
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定
的
な
挿
話
だ
っ
た
か
ら
」
で
は
な
い
か
。
大
月

敏
雄
『
集
合
住
宅
の
時
間
』（
大
月
二
〇
〇
六
）
の
末
尾
は
、
未
来
志
向
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
創
出
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、「
由

美
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
地
方
出
身
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
挿
話
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
原
武
史
の
『
滝
山
コ
ミ
ュ
ー
ン
』（
原

二
〇
〇
七
）
で
描
か
れ
た
東
京
郊
外
・
東
久
留
米
市
の
団
地
で
は
、
教
師
た
ち
の
集
団
主
義
的
な
学
級
集
団
づ
く
り
が
団
地
の
父
母
に
よ
っ

て
熱
烈
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。
玉
野
和
志
は
書
評
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
滝
山
団
地
の
一
小
学
校
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
」

「
こ
の
時
期
の
と
り
わ
け
郊
外
の
学
校
や
地
域
社
会
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
の
地
域
社
会
で
は
、

学
校
の
先
生
や
自
治
体
の
職
員
を
中
心
に
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
地
域
住
民
も
含
め
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
政
治
的
な
意
味
を
も
つ
、

そ
れ
な
り
に
濃
密
な
社
会
的
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
当
時
の
革
新
自
治
体
は
そ
れ
を
基
盤
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
」「
少

し
前
ま
で
は
み
ん
な
貧
し
か
っ
た
と
い
う
記
憶
と
地
方
出
身
者
と
し
て
の
村
落
生
活
の
経
験
が
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
」（「
郊
外
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

─
社
会
的
つ
な
が
り
の
記
憶

─
」『
論
座
』
二
〇
〇
七
年
九
月
号
：
三
二
三
─
三
二
五
）。
だ
か
ら
大
都
市
で
の
新
し
い
「
つ
な

が
り
」
は
、
郊
外
発
生
期
の
み
の
挿
話
と
な
り
世
代
を
超
え
て
再
生
産
さ
れ
ず
、
政
治
的
な
輝
き
は
高
度
成
長
末
期
の
一
瞬
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
は
、「
国
内m

igration

の
経
験
が
特
定
コ
ー
ホ
ー
ト
に
留
ま
る
」
と
い
う
主
張
を
統
計
に
よ
っ
て
裏
付
け
て
み
た
の
が
表
1
で



九

高
度
成
長
期
に
お
け
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地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
実
施
し
て
い
る
「
人
口
移
動
調
査
」
デ
ー
タ
を
加
工
し
た
。
こ
の
調
査
は
最
新
の

二
〇
一
一
年
が
第
七
回
で
あ
り
、
第
一
回
調
査
は
一
九
七
六
年
に
実
施
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
が（（
（

、
毎
回
調
査
項
目
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
お

り
、
各
回
調
査
を
縦
断
し
た
分
析
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
第
七
回
調
査
結
果
表
の
う
ち
コ
ー
ホ
ー
ト
と
出
生
地
を
ク
ロ
ス
さ
せ

た
分
析
が
可
能
な
表
を
何
と
か
探
し
出
し
た
（
調
査
結
果
はe-stat.go.jp

よ
り
取
得
）。
同
第
七
回
調
査
の
「
一
七
三
表
」
で
あ
る
。
現
在
、

東
京
圏
（
南
関
東
三
県
）
に
住
ん
で
い
る
人
の
出
生
地
を
、
五
歳
刻
み
の
コ
ー
ホ
ー
ト
別
に
整
理
し
た
表
だ
が
、
こ
の
時
点
で
一
九
四
五

年
前
後
生
ま
れ
の
「
団
塊
の
世
代
」
は
六
五
歳
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
世
代
に
お
い
て
、
東
京
圏
生
ま
れ
の
割
合

が
四
七
％
と
全
コ
ー
ホ
ー
ト
を
通
じ
て
最
も
少
な
く
、
逆
に
北
関
東
ま
た
は
三
大
都
市
圏
以
外
出
身
者
が
四
三
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
逆

に
、二
〇
一
一
年
時
点
で
二
〇
代
の
コ
ー
ホ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、四
人
に
三
人
が
東
京
圏
生
ま
れ
で
あ
る
。
国
内
移
民
経
験
が
特
定
の
コ
ー

ホ
ー
ト
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
、
人
口
統
計
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

「
新
し
い
つ
な
が
り
の
地
域
及
び
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定
性
」
と
い
う
仮
説
は
、
国
内
移
動
の
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定
性
の
み
な
ら
ず
、「
つ
な
が

り
」
の
質
が
コ
ー
ホ
ー
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
証
明
も
要
請
す
る
。
奥
田
道
大
ら
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
論
者
は
、
こ
の
「
新
し
い

つ
な
が
り
」
が
同
時
代
以
降
に
普
遍
化
す
る
と
い
う
予
測
の
も
と
に
、
個
別
性
・
利
己
性
か
ら
解
き
放
た
れ
た
「
普
遍
性
・
共
同
性
」
意

識
を
持
つ
人
々
が
郊
外
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
と
論
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
奥
田
（
一
九
八
三
）
は
八
王
子
市
・
多
摩
市
な
ど
の
東
京
郊
外
の

団
地
等
で
意
識
調
査
を
展
開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、奥
田
ら
が
萌
芽
を
見
出
し
た
新
し
い
「
つ
な
が
り
」
が
残
念
な
が
ら
一
般
化
せ
ず
、

特
定
コ
ー
ホ
ー
ト
内
に
止
ま
っ
た
と
主
張
す
る
。

こ
の
「
新
し
い
つ
な
が
り
の
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定
性
」
仮
説
は
、
先
述
し
た
石
田
光
規
（
二
〇
一
五
）
の
多
摩
市
研
究
か
ら
も
示
唆
さ
れ

る
が
、よ
り
直
接
的
に
「
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
探
し
て
み
る
と
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
研
究
所
が
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
「
日



一
〇

本
人
の
意
識
調
査
」
が
適
切
な
証
拠
を
提
出

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
図
3
）。
公
害
問
題

が
地
域
で
発
生
し
た
と
き
ど
う
す
る
か
、
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、
七
三
年
調
査
で
は
若

い
コ
ー
ホ
ー
ト
ほ
ど
周
囲
と
語
ら
っ
て
何
ら

か
の
活
動
を
起
こ
す
と
答
え
、
そ
の
割
合
は

「
静
観
」
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
九
三
年
調
査
で
は
、
む
し
ろ

「
活
動
を
起
こ
す
」
人
々
は
全
コ
ー
ホ
ー
ト

で
三
割
程
度
と
な
り
、
社
会
の
中
堅
で
あ
る

一
九
六
〇
─
六
四
年
生
ま
れ
／
一
九
五
四
─

五
八
年
生
ま
れ
コ
ー
ホ
ー
ト
に
至
っ
て
は
、

「
静
観
す
る
」
人
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
四
─
四
八
年
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代

コ
ー
ホ
ー
ト
と
、
最
も
若
い
一
九
七
三
年
以

降
生
ま
れ
コ
ー
ホ
ー
ト
で
の
み
、
辛
う
じ
て

「
活
動
す
る
」
人
が
「
静
観
す
る
」
人
を
上

表1　現住地が東京圏の人の出生地（2011、第7回人口移動調査）

サンプル数 北関東 東京圏 ％ 中京圏 大阪圏 その他 ％
総数 7583 253 4824 63.6％ 133 205 2168 28.6％
0─4歳 262 1 227 86.6％ 1 2 31 11.8％
5─9歳 309 4 265 85.8％ 1 2 37 12.0％
10─14歳 370 5 311 84.1％ 2 4 48 13.0％
15─19歳 354 1 290 81.9％ 3 6 54 15.3％
20─24歳 372 10 279 75.0％ 4 12 67 18.0％
25─29歳 415 13 300 72.3％ 9 19 74 17.8％
30─34歳 459 11 281 61.2％ 12 24 131 28.5％
35─39歳 607 15 405 66.7％ 12 25 150 24.7％
40─44歳 653 11 451 69.1％ 9 16 166 25.4％
45─49歳 539 16 333 61.8％ 14 26 150 27.8％
50─54歳 496 19 267 53.8％ 16 17 177 35.7％
55─59歳 491 28 239 48.7％ 10 4 210 42.8％
60─64歳 563 26 293 52.0％ 14 12 218 38.7％
65─69歳 439 26 209 47.6％ 5 10 189 43.1％
70─74歳 408 18 200 49.0％ 7 17 166 40.7％
75─79歳 323 29 167 51.7％ 7 3 117 36.2％
80─84歳 204 13 125 61.3％ 4 3 59 28.9％
85歳以上 134 3 84 62.7％ 2 2 43 32.1％
不詳 185 4 98 53.0％ 1 1 81 43.8％
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高
度
成
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回
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
隣
近
所
や
仲
間
と
の
「
新
し
い
つ
な
が
り
」
に

依
拠
し
て
地
域
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
団
塊
の
世
代
か
ら
後

の
コ
ー
ホ
ー
ト
に
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

東
京
圏
の
み
な
ら
ず
、高
度
成
長
期
の
地
方
都
市
の
場
合
に
も
同
様
の「
団

塊
の
世
代
コ
ー
ホ
ー
ト
限
定
の
新
し
い
つ
な
が
り
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
生
じ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
重
厚
長
大
型
産
業
で
の
労
働
を
基
盤
に
す

る
分
、
若
干
長
く
持
続
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
西
城
戸
誠
に
よ
る

北
海
道
婦
人
運
動
の
研
究
を
紹
介
し
た
い
。
炭
鉱
と
い
う
重
工
業
に
よ
っ
て

発
展
し
た
北
海
道
の
一
都
市
（
赤
平
市
）
に
お
い
て
、
鬼
籍
に
入
り
つ
つ
あ

る
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
不
当
に

軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
「
主
婦
会
」
婦
人
運
動
の
功
績
を
浮
き
彫
り
に
し
た
労

作
の
一
部
で
あ
る
。

炭
鉱
主
婦
会
は
、産
炭
地
の
各
地
域
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
婦
人（
女

性
）
団
体
連
絡
協
議
会
で
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
地
域

の
婦
人
会
組
織
を
連
携
さ
せ
る
た
め
に
協
議
会
は
作
ら
れ
、
全
国
組
織

は
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
し
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
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93 年調査「活動」

図3　「地域問題を静観するか活動するか」という質問文に対するコーホート別回答

出典：NHK「日本人の意識」調査。「住民の生活を脅かす公害問題が起きたらどうするか」に対
して「事態を見守る」という回答（静観）と「積極的にまわりに働きかけ、解決のため
に努力する」（活動）の回答比率。NHK 放送文化研究所『放送研究と調査』1994 年 6 月号：
26 頁。



一
二

年
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
住
友
赤
平
炭
鉱
主
婦
会
の
場
合
、
赤
平
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
お
り
、
そ
の
代

表
が
空
知
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
や
北
海
道
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
に
参
加
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
幹
部
は
、
保
守
系
（
自
由
民
主
党
系
）
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
炭
鉱
主
婦
会
や
炭
婦
協
と
は
政

治
的
ス
タ
ン
ス
が
異
な
る
。
…
…
［
中
略
］
…
…
し
た
が
っ
て
、
炭
鉱
主
婦
会
や
炭
婦
協
が
「
労
働
者
の
主
婦
」
と
い
う
立
場
で
、

子
ど
も
の
教
育
や
平
和
の
問
題
な
ど
を
訴
え
て
も「
労
働
組
合
の
意
見
」と
し
て
却
下
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、「
お

母
さ
ん
同
士
が
、
子
ど
も
の
教
育
や
台
所
の
や
り
く
り
、
原
水
爆
や
平
和
の
問
題
を
話
し
あ
え
る
よ
う
に
、
お
互
い
が
理
解
し
あ
え

る
仲
に
な
る
こ
と
、そ
し
て
お
互
い
に
協
力
し
合
え
る
問
題
か
ら
実
行
に
移
し
」「
具
体
的
な
問
題
ご
と
に
連
携
を
は
か
っ
て
」
い
っ

た
（
日
本
炭
鉱
主
婦
協
議
会
北
海
道
地
方
本
部
、
一
九
七
三
：
一
六
六
）。
…
…
［
中
略
］

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
ス
タ
ン
ス
の
女
性
団
体
が
関
わ
る
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
は
選
挙
に
な
る
と
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
選
挙
が
始
ま
る
と
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
は
「
休
会
」
状
態
と
な
り
、
そ
し
て
、
選
挙
が
終
わ
る
と

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
元
通
り
に
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
が
再
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
政
治
ス
タ
ン
ス
が
異
な
る

選
挙
で
は
争
う
が
、
地
域
の
活
動
、
青
少
年
育
成
と
い
っ
た
母
親
と
し
て
の
活
動
に
お
い
て
は
、
政
治
的
ス
タ
ン
ス
を
抜
き
に
し
て

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
議
論
し
、
行
動
す
る
と
い
う
組
織
内
の
人
間
関
係
の
対
立
を
回
避
す
る
よ
う
な
工
夫
が
見
ら
れ
る
。：
西

城
戸
（
二
〇
一
八
刊
行
予
定
）
よ
り
引
用

こ
の
主
婦
会
の
担
い
手
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
必
ず
し
も
都
市
出
身
で
は
な
く
、
道
内
各
地
か
ら
結
婚
に
よ
り
移
住
し
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
前
記
の
よ
う
な
「
小
異
を
す
て
て
協
力
す
る
」
人
間
関
係
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
ム
ラ
社
会
的
な
、
お
節
介
を
し
合



一
三

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

う
連
帯
原
理
に
連
な
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
言
え
る
。
も
う
一
つ
こ
の
引
用
か
ら
分
か
る
の
は
、
彼
女
ら
の
連
帯
が
「
主
婦
会
」「
連
絡
協

議
会
」
と
い
う
政
治
制
度
に
直
結
し
た
組
織
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
も
支
え
ら
れ
た
点
だ
。
ま
た
、
炭
鉱
労
働
と
い
う
凝
集
性
の

高
い
労
働
に
連
な
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
共
有
す
る
人
々
の
間
だ
か
ら
こ
そ
成
立
し
た
、
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、「
炭
鉱
主

婦
会
」
が
解
散
し
、
担
い
手
だ
っ
た
コ
ー
ホ
ー
ト
が
世
を
去
る
と
、
あ
た
か
も
最
初
か
ら
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
濃
密
か
つ
土
俵
を
共
有
す
る
（
共
同
性
と
公
共
性
を
創
出
す
る
よ
う
な
）
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関

係
が
消
滅
し
た
と
こ
ろ
に
、
近
年
の
政
治
的
荒
廃

─
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
各
種
格
差
、
信
条
に
よ
る
分
断

─
の
遠
因
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
4
節
で
も
再
考
し
た
い
。

1
─

3　

ま
ぼ
ろ
し
の
郊
外
と
公
共
事
業
の
地
方

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
─
九
〇
年
代
に
「
意
味
を
失
っ
た
ハ
リ
ボ
テ
の
よ
う
な
郊
外
が
広
が
る
」
と
い
う
図

式
を
宮
台
真
司
・
若
林
幹
夫
・
三
浦
展
と
い
っ
た
論
者
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
社
会
評
論
的
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
に
も
再
注
目
し
た

い
。
定
義
が
曖
昧
な
「
郊
外
」
を
一
括
り
に
し
た
粗
雑
な
論
理
だ
っ
た
の
で
、
学
問
的
検
証
に
耐
え
ら
れ
ず
、
今
日
で
は
殆
ど
引
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
文
献
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
ム
ラ
が
強
制
消
滅
さ
せ
ら
れ
、
意
味
を
失
っ
た
空
間
が
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
い
わ
ば
ム
ラ
社
会
を
消
滅
さ
せ
た
全
般
的
都
市
化
の
後
日
談
と
も
い
う
べ
き
話
で
、
住
民
運
動
の
時
代
に
乗
り
遅
れ
た
コ
ー
ホ
ー
ト

内
に
一
定
の
共
感
を
得
た
。
ム
ラ
社
会
の
強
制
消
滅
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
む
し
ろ
二
一
世
紀
以
降
に
登
場
し
た
後
続
世
代
が
精
密
に

検
証
し
て
い
る（（
（

。



一
四

一
方
で
は
、
政
治
学
・
財
政
学
の
観
点
か
ら
高
度
成
長
を
経
た
「
地

域
」
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
非
都
市
部
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
田
中
角
栄
内
閣
以
降
、
公
共
事
業
に
よ
っ
て
非
大
都
市
圏
に
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
兼
業
化
を
支
え
一
定
の
非
都
市

人
口
を
維
持
し
た
、
と
い
う
指
摘
が
そ
れ
だ
。
宮
本
太
郎
・
井
手
英
策

な
ど
が
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
、
図
4
を
見
る
と
、
高

度
成
長
末
期
の
一
九
七
〇
年
前
後
よ
り
、
諸
外
国
と
比
較
し
た
公
共
投

資
率
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
経
済
学
分
野
で
は
、
公
共
ス

ト
ッ
ク
の
整
備
が
人
口
流
出
を
押
し
と
ど
め
る
（
地
域
間
所
得
格
差
に
原

因
す
る
移
動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
）
の
に
貢
献
し
た
と
指
摘
す
る
研
究

成
果
が
あ
り
、
例
え
ば
平
尾
元
彦
は
一
九
五
五
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
モ
デ
ル
推
計
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、「
東
北
・
九

州
に
お
い
て
は
、
所
得
格
差
と
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
格
差
の
両
変
数
が

有
意
で
、
人
口
移
動
の
説
明
要
因
と
な
っ
て
い
る
」（
二
〇
〇
〇
：
五
五
）

と
し
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
農
村
部
公
共
事
業
ス
ト
ッ
ク
整
備
に
よ
る
人

口
移
動
の
「
落
ち
着
き
」
と
い
う
論
点
を
農
業
統
計
に
よ
っ
て
確
認
し

France Germany Italy Japan Korea United Kingdom United States
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図4　公共事業に依存した日本の高度成長期

出典：OECD,  National Accounts より筆者作成



一
五

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

て
み
よ
う
。
図
5
を
見
る
と
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
兼
業

農
家
数
が
む
し
ろ
増
大
し
、
こ
の
兼
業
農
家
増
の
ピ
ー
ク
は

図
2
で
見
た
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入
が
落
ち
着
く
時
期
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
観
点
は
、
ム
ラ
社
会

の
消
滅
と
い
う
前
述
の
傾
向
性
と
矛
盾
し
な
い
。
す
な
わ
ち

非
大
都
市
部
で
も
都
市
的
施
設
の
整
備
が
進
み
、
ま
た
都
市

的
業
態
へ
の
雇
用
変
化
が
起
き
た
た
め
、
生
活
様
式
の
全
般

的
都
市
化
（
耐
久
消
費
財
の
普
及
が
農
村
部
で
も
都
市
部
に
遅
れ

て
達
成
さ
れ
る
こ
と
も
そ
の
現
れ（

（
（

）
が
促
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
し
か
し
、
こ
の
都
市
化
に
よ
り
個
人
化
も
進
展
す
る
の

で
、
伝
統
的
な
政
治
基
盤
は
掘
り
崩
さ
れ
、
ム
ラ
社
会
的
な

選
挙
の
仕
方
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
く
る
。
非
都
市
部
で
も

な
お
、
新
た
な
連
帯
は
ど
の
よ
う
に
作
り
出
せ
る
の
か
？　

 

と
い
う
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
通
時
的
見
取
り
図
を
念
頭
に
置
い
て
、
農

村
と
重
工
業
労
働
者
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
以
下
、
高
度
成

長
期
の
地
域
に
お
い
て
生
活
─

労
働
連
帯
が
辿
っ
た
運
命
を
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図5　農家兼業化の進展と農家人口率の低下

出典：農林水産省：農林業センサス累年統計より作成。ただし農家人口率は農業構造動態調査
による。　http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/past/stats.html



一
六

概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

２ 

農
民
運
動
は
な
ぜ
消
滅
し
た
か

2
─

1　

運
動
と
し
て
の
総
合
農
学
と
農
民
教
育

「
サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ
」
と
宮
澤
賢
治
を
嘆
か
せ
た
一
九
三
〇
年
代
の
凶
作
と
飢
饉
、
そ
の
後
の
戦
争
と
い
う
大
き
な

犠
牲
の
あ
と
、
高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
「
東
北
稲
作
の
体
質
も
寒
さ
に
強
い
も
の
へ
と
強
化
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
頃
に
は
岩
手
で
も

稲
作
は
安
定
し
た
農
の
営
み
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
」（
中
島
二
〇
一
五
：
二
八
一
）。

こ
の
よ
う
に
高
度
成
長
期
農
村
は
、
農
業
基
本
法
と
農
業
近
代
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
農

業
が
い
か
に
惨
め
だ
っ
た
か
、
農
薬
が
い
か
に
農
民
を
苦
し
い
作
業
か
ら
解
放
し
た
か
、「
慣
行
農
業
」
を
擁
護
す
る
農
村
の
古
老
が
語

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
農
業
技
術
に
つ
い
て
戦
前
農
民
が
科
学
的
知
識
と
言
え
る
レ
ベ
ル
の
も
の
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に

は
、
タ
テ
ワ
リ
で
分
断
さ
れ
た
科
学
者
側
の
問
題
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
戦
後
農
村
の
草
の
根
で
社
会
教
育
を
提
供
し
た
人
々
が
等
し
く
指

摘
し
て
い
る
。
鶴
川
村
（
現
・
東
京
都
町
田
市
）
で
農
民
図
書
館
運
動
を
展
開
し
た
浪
江
虔
は
い
う
。

そ
う
い
う
常
識
調
べ
（
引
用
者
注
：
農
民
が
も
つ
農
業
技
術
の
常
識
に
つ
い
て
の
実
地
調
査
）
を
や
っ
て
、
も
う
私
が
（
引
用
者
注
：
農
民

向
け
の
教
科
書
を
）
書
く
よ
り
ほ
か
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
農
文
協
の
『
農
村
文
化
』
と
い
う
お
か
し

な
題
の
、
そ
れ
の
一
九
五
〇
年
の
一
月
号
か
ら
「
肥
料
の
上
手
な
使
い
方
」
と
い
う
連
載
講
座
を
始
め
た
ん
で
す
。
こ
れ
が
、
雑
誌



一
七

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

の
部
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
ぐ
ら
い
評
判
が
よ
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
八
回
ぐ
ら
い
を
ま
と
め
て
単
行
本
で
出
し
た
ん
で
す
。
出

た
の
が
こ
の
『
誰
に
も
わ
か
る
肥
料
の
知
識
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
五
〇
年
）
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
、
必
ず
農
民
の
知
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
た
ど
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
必
ず
役
に
立
つ
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
徹
底

的
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
部
落
文
庫
を
つ
く
る
上
で
の
最
大
の
障
害
で
あ
る
、
実
際
に
役
に
立
つ
農
民
向
き
の
本
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
論
的
に

は
克
服
の
道
が
開
か
れ
た
は
ず
だ
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
つ
い
て
ひ
と
と
お
り
農
文
協
が
品
物
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

に
は
や
っ
ぱ
り
一
〇
年
か
か
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
一
九
五
〇
年
か
ら
の
一
〇
年
間
の
私
の
主
力
は
ほ
と
ん
ど
は
そ
っ
ち
に
注
い

じ
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

『
ず
・
ぼ
ん
』
誌
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
（http://w

w
w

.pot.co.jp/zu-bon/zu-05/zu-05_016

）

東
京
教
育
大
学
成
田
分
校
を
開
設
し
て
地
元
集
落
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
菱
沼
達
也
も
ま
た
、
個
別
農
村
の
実
態
に
即
し
た
総
合
的
農

学
が
産
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
た
。
毎
年
刊
行
し
て
い
た
報
告
書
『
農
村
と
教
育
を
結
ぶ
』
で
次
の
よ
う
に
格
調
高
く
述
べ

て
い
る
。「
一
介
の
土
壌
肥
料
の
研
究
者
で
あ
っ
た
宮
澤
賢
治
が
、
そ
の
部
門
の
専
門
家
で
あ
っ
た
学
者
よ
り
も
二
〇
年
も
前
に
水
田
の

減
水
深
や
土
壌
構
造
に
つ
い
て
強
い
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
何
故
で
あ
つ
た
か
、
と
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
賢
治

が
農
民
に
密
着
し
、
彼
ら
の
実
践
を
通
し
て
農
業
の
現
実
に
肉
薄
し
て
い
た
こ
と
の
賜
物
で
あ
る
。
一
般
化
し
て
い
え
ば
、
農
業
の
技
術

は
農
業
の
実
践
と
結
合
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
そ
の
国
の
そ
の
地
域
の
特
殊
性
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
わ

れ
わ
れ
の
乳
牛
の
体
型
に
つ
い
て
の
さ
さ
や
か
な
研
究
も
農
家
に
と
つ
て
良
い
牛
の
体
型
は
必
ず
し
も
教
科
書
に
あ
る
良
い
体
型
と
一
致



一
八

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
」（
菱
沼
一
九
六
八
：
四
）。

こ
の
よ
う
に
農
民
・
農
村
の
実
態
か
ら
出
発
し
て
総
合
的
か
つ
科
学
的
な
思
考
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
情
熱
を
燃
や
し
た
研
究
者
と
、
そ

れ
に
応
え
て
自
主
的
に
研
究
会
な
ど
を
展
開
し
た
農
民
の
姿
が
、
高
度
成
長
前
期
に
各
地
で
見
ら
れ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
「
運
動
と
し
て
の
農
民
教
育
」
の
体
系
的
な
姿
の
一
例
と
し
て
、
千
葉
県
農
村
中
堅
青
年
養
成
所
（
館
山
市
）
が
あ
る
。
こ

こ
に
は
福
武
直
も
頻
繁
に
通
い
、
講
義
を
提
供
し
て
い
た
と
い
う
。
同
所
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
表
2
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
農
業
技
術

よ
り
も
社
会
科
学
や
一
般
常
識
に
対
し
て
、
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

こ
の
養
成
所
の
事
績
は
、
今
日
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
千
葉
県
農
業
と
政
治
に
無
視
で
き
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
養
成
所
出

身
で
政
治
家
に
な
っ
た
人
物
が
県
政
界
に
は
一
定
数
お
り
、
例
え
ば
現
芝
山
町
長
の
相
川
勝
重
や
、
現
千
葉
県
議
会
議
員
の
石
井
敏
雄
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
期
だ
け
衆
議
院
議
員
（
二
〇
〇
九
─
二
〇
一
二
）
を
務
め
た
鴨
川
市
大
山
の
石
田
三
示
は
、「
私
自
身
は
通
っ
て

は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
家
の
後
継
者
の
中
に
は
通
っ
て
い
た
人
た
ち
も
お
り
ま
し
た
。
個
人
と
し
て
は
、
中
堅
青
年
養
成
所
の
講

師
だ
っ
た
小
松
光
一
先
生
の
『
お
も
し
ろ
農
民
へ
の
招
待
状
』
農
文
協
の
愛
読
者
で
、
大
山
地
域
で
農
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
村
づ
く
り
で

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
報
告
者
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
回
答
し
て
く
れ
た
（Em

ail

に
よ
る
私
信
、
二
〇
一
八
／
一
／

一
五
）。

養
成
所
か
ら
間
接
的
に
影
響
を
う
け
た
と
言
い
う
る
石
田
三
示
氏
（
一
九
五
二
年
生
）
の
農
業
経
営
史
を
、
二
〇
〇
七
年
の
私
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
録
か
ら
抜
粋
し
て
み
る（（
（

。
石
田
家
は
、
ま
さ
に
高
度
成
長
期
の
昭
和
四
〇
年
代
に
酪
農
を
展
開
し
て
お
り
、
一
頭
あ
た
り

七
〇
〇
〇
か
ら
八
〇
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
搾
っ
た
ら
よ
う
や
く
利
益
が
出
る
と
い
う
経
営
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
技
術
向
上
に
伴
い
乳
価
も
下

が
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
技
術
で
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
を
使
う
、
こ
れ
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
気
づ
い
た
頃
、
同
志
社
大
学
の
学



一
九

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

生
運
動
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
逮
捕
入
獄
を
経
験
し
た
藤
本
敏
夫
が
鴨
川
市
に
移

住
し
て
き
た
と
い
う
。
藤
本
敏
夫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
だ
が
、
筆
者
が
少
し

補
う
と
、
藤
本
は
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
と
獄
中
結
婚
し
、
出
獄
後
は
「
誰
に
も

反
対
さ
れ
な
い
こ
と
を
や
る
」
と
宣
言
し
て
有
機
農
業
の
道
に
進
ん
だ
。
各
地

を
転
々
と
し
た
の
ち
、
終
の
棲
家
に
定
め
た
の
が
千
葉
県
鴨
川
市
大
山
だ
っ
た

の
で
あ
る
（
こ
ん
に
ち
、
藤
本
・
加
藤
夫
妻
の
娘
で
あ
る
歌
手Y

ae

さ
ん
夫
妻
が
「
鴨

川
自
然
王
国
」
を
継
承
し
て
い
る
。
石
田
三
示
氏
も
「
王
国
」
の
理
事
で
あ
る
）。

石
田
氏
に
よ
れ
ば
、
藤
本
は
農
を
自
分
の
活
力
の
原
点
に
据
え
、「
村
の
鎮

守
の
森
が
教
育
に
つ
な
が
る
」
等
と
主
張
し
て
い
た
と
い
う
。
石
田
氏
は
藤
本

に
数
年
間
は
反
発
し
て
い
た
も
の
の
、
氏
自
身
、
地
域
お
こ
し
に
関
わ
っ
て
き

た
の
に
達
成
感
が
な
く
悶
々
と
し
て
い
た
の
も
事
実
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
市
場

に
出
し
て
も
小
農
は
相
手
に
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
加
工
す
る
技
術
は
あ
る
。
そ

れ
を
売
る
と
い
う
話
に
な
る
と
都
会
の
人
た
ち
が
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
自
分

の
マ
イ
ナ
ス
を
都
市
の
マ
イ
ナ
ス
と
相
殺
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」と
決
意
し
、

藤
本
敏
夫
を
地
域
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
保
守
的
と

言
わ
れ
る
千
葉
県
農
村
に
お
け
る
、
大
き
な
転
換
で
あ
る
。
藤
本
の
ア
イ
デ
ア

に
よ
っ
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
た
鴨
川
は
、
田
園
回
帰
移
住
者
の

表2　千葉県農村中堅青年養成所のカリキュラム（1960年代初頭）

教科群 教科目 男子（時間） 女子（時間）

農業 経済 経営
農業経済学、経済史、農業史、農業問
題、農政問題、流通問題、農業経営
学、農業簿記  etc.

150 100

農村社会 農村社会学、社会教育、青年問題　etc. 50 50

農業技術 畜産、水稲、病害虫、果樹、蔬菜、土
壌肥料、飼料作物　etc. 100 50

一般教養 憲法、民法、農業関係法の解説、政治
学、心理学　etc. 70 50

生活 生活設計、生活改善（衣、食、住） etc. 20 70
その他 農家実習、グループ研究　　etc. 110 60

計 500 380
石岡（1963）：33
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〇

メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
る
。
衆
議
院
議
員
を
引
退
し
た
石
田
が
理
事
長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
山
千
枚
田
保
存
会
は
、
日
本
の
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
の
リ
ー
ダ
ー
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
希
望
者
が
溢
れ
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
状
態
で
あ
る
。
岩
波
新
書
『
地
域
再

生
の
条
件
』（
本
間
義
人
）
な
ど
に
も
こ
の
保
存
会
は
紹
介
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
即
し
た
総
合
農
学
が
戦
後
に
創
出
さ
れ
た
こ
と
で
農
村
の
尖
端
部
分
は
生
産
技
術
の
上
で

も
、政
治
的
態
度
と
し
て
も
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。農
業
近
代
化
政
策
に
よ
り
、あ
る
時
期
ま
で
は
大
型
機
械
導
入
・
圃
場
整

備
・
大
量
生
産
肥
料
の
方
向
に
進
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
層
も
、
よ
り
繊
細
で
体
系
的
な
農
業
知
識
を
学
ぶ
に
つ
れ
、
有
機
農
業
と
多
品
種
生
産
、

さ
ら
に
は
六
次
産
業
化
お
よ
び
農
都
交
流
へ
と
移
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
見
取
り
図
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
藤
本
敏
夫
・ 

石
田
三
示
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
健
在
で
、
現
在
日
本
の
地
域
づ
く
り
運
動

の
最
先
端
に
、
地
下
水
脈
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
活
性
化
は
専
業
農
家
を
中
心
と
す
る
一
部
の
リ
ー
ダ
ー
層
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
千
葉
県

農
村
中
堅
青
年
養
成
所
も
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
二
）
年
に
千
葉
県
（
立
）
農
業
大
学
校
に
吸
収
さ
れ
、
一
般
的
な
農
業
大
学
校
と
変
わ
ら

な
く
な
っ
て
社
会
科
学
は
教
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
は
、
近
年
で
は
大
幅
な
定
員
割
れ
に
苦
し
ん
で
お
り
、
昔
日

の
面
影
は
な
い
。
農
民
運
動
が
、
い
わ
ば
制
度
化
・
官
僚
制
化
さ
れ
て
い
く
動
き
の
象
徴
で
あ
る
。

尖
端
的
部
分
以
外
の
農
家
層
で
は
何
が
起
き
て
い
た
か
。
子
世
代
の
離
農
を
含
意
し
た
兼
業
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
生
活
・
意
識
全
般
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
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公
共
事
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
兼
業
化
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
田
中
角
栄
内
閣
以
降
、
公
共
事
業
に
よ
っ
て
非
大
都
市
圏
に
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
兼
業

化
を
支
え
一
定
の
非
都
市
人
口
を
維
持
し
た
と
い
う
指
摘
が
財
政
学
・
政
治
学
分
野
で
な
さ
れ
る
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、「
流
出
率
が
緩
や
か
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
農
家
の
後
継
世
代
と
な
る
べ
き
一
九
五
〇
─
六
〇
年

代
生
ま
れ
以
降
コ
ー
ホ
ー
ト
の
都
市
へ
の
流
出
は
続
い
て
い
た
。
千
葉
県
鴨
川
市
で
聞
い
た
印
象
的
な
話
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
若
年

世
代
の
都
市
流
出
ト
レ
ン
ド
に
逆
ら
っ
て
田
園
回
帰
し
た
林
良
樹
（
一
九
六
九
年
生
）
の
語
り
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
に
僕
は
こ
こ
に
来
た
ん
で
す
が
、
当
時
ま
だ
移
住
ブ
ー
ム
で
も
な
く
、
農
村
に
若
者
が
住
む
っ
て
の
は
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
で
な
か
っ
た
の
で
。
丁
度
、
一
九
九
九
年
に
鴨
川
市
が
空
き
家
対
策
っ
て
の
を
始
め
て
、
そ
れ
に
応
募
し
た
ん
で
す
。
僕
の
住
ん

で
る
村
で
は
、
毎
月
一
回
寄
り
合
い
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
二
八
日
の
夜
に
定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
か
寄
り
合
い
。
そ
こ
に

僕
は
初
め
て
参
加
し
た
時
に
、
ま
ぁ
、
村
の
洗
礼
を
受
け
た
ん
で
す
ね
。
六
〇
代
七
〇
代
八
〇
代
の
家
長
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
が
縦

二
列
に
ず
ら
っ
と
並
ん
で
、
上
座
に
長
老
が
座
り
、
だ
ん
だ
ん
下
に
向
か
っ
て
、
年
齢
順
に
、
完
全
に
縦
社
会
で
、
そ
こ
に
僕
が
入
っ

て
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
っ
て
挨
拶
す
る
と
穴
の
空
く
程
み
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
寄
り
合
い
の
話
し
合
い
が
終
わ
る
と
、

一
升
瓶
が
出
て
き
て
飲
み
会
が
始
ま
る
ん
で
す
。そ
の
村
で
一
番
眼
光
の
鋭
い
お
じ
い
さ
ん
が
、一
升
瓶
を
持
っ
て
僕
の
前
に
ド
ン
っ

て
座
っ
て
「
お
い
っ
、
お
め
ぇ
オ
ウ
ム
だ
ろ
？
」
っ
て
。「
絶
対
違
い
ま
す
」
っ
て
。
そ
う
や
っ
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
、

飲
み
な
が
ら
「
な
ん
で
こ
こ
に
来
た
」
っ
て
。
働
き
盛
り
の
若
者
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
。「
こ
こ
に
い
ち
ゃ



二
二

駄
目
だ
っ
て
言
っ
て
俺
達
の
息
子
を
み
ん
な
都
会
に
出
し
た
ん
だ
ぞ
」
っ
て
、「
こ
こ
に
は
仕
事
も
な
い
し
、
農
業
な
ん
か
で
は
喰
っ

て
い
け
な
い
、
み
ん
な
都
会
に
出
て
、
学
校
に
行
っ
て
、
良
い
大
学
を
出
て
、
良
い
就
職
を
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
、
そ

う
し
な
さ
い
っ
て
戦
後
、
俺
達
は
子
供
た
ち
を
出
し
た
ん
だ
」
っ
て
「
そ
れ
な
の
に
、
な
ん
で
来
た
？
」
っ
て
（
笑
）。「
い
や
、
僕

は
こ
こ
が
素
晴
ら
し
い
っ
て
思
う
か
ら
来
た
ん
で
す
。
こ
こ
が
美
し
い
と
思
う
か
ら
来
た
ん
で
す
」
っ
て
…
…

林
を
問
い
詰
め
た
鴨
川
の
長
老
た
ち
が
語
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
都
市
部
へ
と
人
口
は
流
出
し
て
い
っ
た
。
地
方
圏
の
場
合
に
は
、
若

い
世
代
は
地
方
の
中
核
都
市
で
の
雇
用
へ
と
向
か
い
、
そ
の
過
程
で
所
帯
分
離
に
よ
る
核
家
族
化
も
進
行
し
た
。
そ
の
ト
レ
ン
ド
は
も
ち

ろ
ん
、
未
だ
に
逆
転
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
一
九
七
五
年
頃
に
あ
り
、
そ
の
後
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
が
図
6
か
ら

分
か
る
。
林
良
樹
の
よ
う
な
「
田
園
回
帰
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、や
は
り
二
一
世
紀
に
な
っ
て
意
味
を
持
ち
始
め
た
現
象
だ
と
納
得
で
き
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
高
度
成
長
期
、
農
民
は
、
し
ば
し
ば
自
分
の
農
地
を
住
宅
・
店
舗
・
道
路
・
公
共
事
業
の
よ
う
な
「
都

市
的
事
業
」
に
用
途
転
用
し
て
高
額
で
売
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
そ
の
規
模
の
大
き
さ
は
、
後
出
の
図
8
か
ら
確
認
で
き
る
）。
こ
の
観
点

か
ら
し
て
も
高
度
成
長
期
は
、
日
本
史
上
例
を
見
な
い
異
常
な
時
代
で
あ
り
、
農
民
が
「
都
市
的
職
業
・
事
業
」
を
通
じ
て
現
金
所
得
を

得
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
裏
側
で
は
旧
農
地
が
小
綺
麗
な
住
宅
地
を
形
成
し
て
日
本
独
特
の「
焼
畑
的
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」（
4
節
で
後
述
）が
起
こ
る
と
い
う
裏
表
の
事
象
が
セ
ッ
ト
で
進
ん
だ
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
風
に
言
う
な
ら
、「
農
民
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
化
」
が
進
展
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
農
民
運
動
は
衰
退
し
た（（
（

。
農
民
運
動
の
衰
退
は
図
5
で
見
た
総
農
家
数
の
減
少
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
し
、
新
聞
記
事
を
見
て
み
る
と
戦
後
直
後
か
ら
、
そ
も
そ
も
抗
議
と
い
う
形
で
は
表
出
し
て
い
な
い
（
後
出
の
図
7
）。
こ
の
こ
と

が
高
度
成
長
期
日
本
の
政
治
的
安
定
の
一
因
と
言
え
よ
う
。
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三

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

な
お
、
農
村
に
関
係
す
る
運
動
と
し
て
、
財
界
五
団
体
や
鳩
山

一
郎
内
閣
の
働
き
か
け
で
「
家
族
計
画
」
や
「
公
衆
道
徳
高
揚
」

を
目
指
し
て
組
織
さ
れ
た
「
新
生
活
運
動
協
会
」
の
存
在
が
注
目

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
大
門
二
〇
一
二
）。
し
か
し
、「
六
〇
年
代

に
入
る
と
高
度
成
長
の
進
展
に
よ
っ
て
生
活
が
大
き
く
変
容
し
、

協
会
の
活
動
は
し
だ
い
に
沈
滞
傾
向
に
な
る
」（ibid.3

）。
そ
し
て

一
九
八
二
年
に
は
協
会
名
か
ら
「
生
活
」
を
外
し
、
東
京
日
比
谷

の
市
政
会
館
内
に
「
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
」
と
し
て
ひ
っ

そ
り
と
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
生
活
運
動
の
顚
末
は
、
基

本
的
に
「
上
か
ら
」
の
働
き
か
け
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
農
民
運

動
の
衰
退
と
軌
を
一
に
す
る
挿
話
だ
と
言
え
よ
う
。

（％）
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図6　コーホート別・京葉大都市圏の人口変化率（1975─2000）

出典：日本政策投資銀行『地域政策研究』9 号（2003）「成熟化に向かう大都市圏」
　　　＊ 1970 年以前のデータは示されていない。統計上の制約によると思われる。
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３ 

一
九
五
〇
年
代
労
働
運
動
の
可
能
性
と
限
界

次
に
労
働
運
動
に
視
点
を
移
す
。
同
業
者
と
し
て
痛
恨
な
こ
と
に
一
昨
年
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
道
場
親
信
の
絶
筆
と
な
っ
た
の
は
、

東
京
下
丸
子
の
労
働
者
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
（
道
場
二
〇
一
五
）。
道
場
は
そ
こ
に
一
九
五
〇
年
代
の
未
発
掘
の
可
能
性
を

見
出
し
て
い
た
。

学
習
す
る
労
働
者
の
存
在
は
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
各
地
で
確
認
で
き
る
。
三
井
三
池
争
議
に
至
っ
た
九
州
で
、
向
坂
逸
郎
ら
が
労

働
者
を
相
手
に
「
資
本
論
」
を
講
じ
て
い
た
「
向
坂
学
校
」
は
有
名
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
釧
路
の
太
平
洋
炭
鉱
労
働
組
合
の
元
委
員
長
・

小
西
新
蔵
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
文
中
の
（
…
…
）
は
中
略
の
意
で
あ
る
。

（
太
平
洋
炭
鉱
で
は
）
学
習
会
が
盛
ん
で
、
そ
の
労
働
運
動
理
論
の
学
習
も
魅
力
的
な
ん
で
す
よ
。
私
が
百
姓
で
は
体
験
し
た
事
の

な
い
勉
強
だ
か
ら
ね
。
炭
労
も
、
道
炭
労
も
、
釧
路
地
区
炭
鉱
労
働
組
合
協
議
会
も
学
習
会
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
…
…

太
平
洋
労
組
の
学
習
会
に
は
三
〇
人
程
度
い
て
、講
師
が
来
山
し
て
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
講
師
は
、「
労
働
者
教
育
協
会
」

の
北
田
（
寛
二
）
さ
ん
。
大
学
教
授
の
堀
江
（
正
規
）
さ
ん
、
札
幌
の
北
海
道
教
育
大
学
の
三
好
（
宏
一
）
さ
ん
、
釧
路
の
教
育
大
学

の
八
町
（
憲
一
）
さ
ん
、
立
命
館
大
学
の
戸
木
田
（
嘉
久
）
さ
ん
な
ど
で
し
た
。
北
田
さ
ん
を
除
い
て
大
学
教
授
で
し
た
。

昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
学
習
会
は
な
く
な
っ
て
、
…
…
労
働
者
教
育
協
会
や
各
労
働
団
体
が
行
う
学
習
会
に
は
所
を
選
ば

ず
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
通
信
大
学
で
三
年
、
同
大
学
組
合
コ
ー
ス
一
年
、
道
主
催
の
労
働
行
政
通
信
講
座
を
一
年
し
ま
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活
─

労
働
連
帯
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浸
食
（
中
澤
）

し
た
。
無
論
政
治
、
経
済
、
社
会
に
つ
い
て
は
本
に
よ
る
独

学
は
し
て
い
た
し
、
進
ん
だ
組
合
活
動
を
し
て
い
る
組
合
が

あ
る
と
聞
け
ば
、
そ
の
組
合
に
お
邪
魔
し
て
学
び
ま
し
た（（
（

。

こ
の
よ
う
に
学
習
す
る
労
働
者
に
よ
る
自
律
を
目
指
し
た
労
組

も
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
小
西
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
お
お
む
ね
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
学
習
会
は
雲

散
霧
消
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鎌
田
と
し
子
・
哲
宏
夫
妻
に

よ
る
日
鋼
室
蘭
争
議
（
一
九
五
四
）
の
記
録
（
鎌
田
・
鎌
田
一
九
八
三
）

に
お
い
て
も
、
学
習
す
る
労
働
者
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

同
時
に
、
こ
れ
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
抜
い
た
労
働
者
も
自
分
の

息
子
世
代
に
は
大
学
教
育
を
受
け
さ
せ
て
中
産
階
級
と
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
労
働
者
階
級
は
一
九
五
〇
年
代
に
形

成
さ
れ
る
芽
は
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
そ
れ
ら
の
萌
芽
と

労
働
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
基
本
的
に
摘
み
取
ら
れ
、
春
闘
の
よ

う
な
形
で
制
度
化
さ
れ
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
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図7　抗議イベントの趨勢と、労働運動が占める地位の低下（1945─95）

出典：西城戸誠『抗いの条件』人文書院に使用された素データを、西城戸氏から提供いただきグ
ラフを再作成した（10）。
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六

る
。
労
働
運
動
が
下
火
に
な
っ
て
い
く
（
制
度
化
さ
れ
て
い
く
）
様
子
は
、
新
聞
記
事
を
地
道
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
西
城
戸
誠
の
研
究

か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
（
図
7
）。
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
社
会
運
動
の
主
流
は
、
や
は
り
住
民
運
動
で
あ
っ
た
。

４ 

「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
非
政
治
化
効
果

社
会
が
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
に
向
か
い
、
2
─

3
節
で
論
じ
た
よ
う
に
農
民
運
動
・
労
働
運
動
が
消
滅
す
る
中
、
草
の
根
の
運
動
の
精
神

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ず
引
き
継
い
だ
の
は
、
む
し
ろ
一
九
六
〇
─
七
〇
年
代
の
大
都
市
郊
外
の
新
興
住
宅
地
の
住
民
運
動
だ
っ
た
。
こ
れ

は
「
住
民
運
動
の
隆
盛
」
と
し
て
社
会
学
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
浪
江
虔
が
活
躍
し
た
鶴
川
村
と
い
う
純
農
村
が
、

小
田
急
線
沿
線
の
都
市
化
に
伴
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域
（
町
田
市
）
へ
と
変
貌
す
る
中
で
、
農
民
運
動
で
は
な
く
全
国

図
書
館
普
及
運
動
（
制
度
化
）
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
浪
江
の
活
動
軌
跡
も
、
こ
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
と
重
な
る
。
町
田
市
も
住
民
運
動

の
活
発
さ
に
よ
り
知
ら
れ
た
都
市
郊
外
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
住
民
運
動
の
隆
盛
や
、
そ
れ
が
生
み
出
し
た
革
新
自
治
体
の
高
揚
に
つ
い
て

は
多
く
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
社
会
学
者
に
と
っ
て
は
自
明
の
話
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。

4
─

1　
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
仮
説

そ
れ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
住
民
運
動
・
革
新
自
治
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
国
内m

igration

を
経
た
次
世
代
に
な
ぜ
引
き
継

が
れ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
会
合
（
舩
橋
晴
俊
先
生
を
し
の
ぶ
会
）
で
上
原
公
子
氏
（
元
・
東
京
都
国
立
市
長
）
に
お
会
い
し
た
と
き
「
住
民

運
動
や
革
新
自
治
体
が
あ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
た
日
本
で
、
現
在
こ
こ
ま
で
革
新
が
退
潮
し
た
の
は
な
ぜ
か
し
ら
？　

私
は
バ
ブ
ル
期
が
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す
べ
て
を
切
断
し
た
の
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
説
明
を
「
バ
ブ
ル
期
が
い
け
な
か
っ
た
」
論
と
し
て
解
釈
せ
ず
、
な
ぜ
地
域

の
住
民
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
次
世
代
が
引
き
継
が
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
社
会
学
的
に
重
要
な
問
い
と
な

る
。こ

の
謎
を
解
く
鍵
の
一
つ
が
、
日
本
特
有
の
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
あ
る
と
筆
者
は
問
題
提
起
し
た
い
。
都
市

計
画
家
野
澤
千
絵
に
よ
る
、日
本
の「
焼
畑
的
都
市
開
発
」へ
の
現
状
批
判
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。「
自
治
体
も
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

も
、
ま
る
で
焼
畑
農
業
の
よ
う
に
、
既
存
の
ま
ち
の
空
洞
化
を
食
い
止
め
る
努
力
を
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
埋
立
地
や
工
場
跡
地
、
農
地
な

ど
、少
し
で
も
開
発
し
や
す
い
土
地
や
規
制
の
緩
い
土
地
を
追
い
求
め
て
い
ま
す
」（
野
澤
二
〇
一
六
：
一
〇
）。
野
澤
の
指
摘
も
一
因
と
な
っ

て
、
近
年
で
は
よ
う
や
く
空
き
家
問
題
が
深
刻
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
焼
畑
的
都
市
開
発
の
問
題
点
は
、

単
に
既
存
市
街
地
の
空
洞
化
の
よ
う
な
都
市
計
画
的
観
点
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
運
動
史
の
断
絶
の
一
要
因
に

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
筆
者
が
主
張
し
た
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
欧
米
で
こ
こ
三
〇
年
ほ
ど
都
市
社
会
学
の
議
論
の
中
心
で
あ
り
続
け
て
い
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
都
市
再
開
発
等

に
連
動
す
る
都
心
下
層
階
級
の
追
い
出
し
と
中
産
階
級
導
入
に
よ
る
富
裕
化
）
概
念
は
、
日
本
に
は
同
じ
文
脈
で
は
導
入
で
き
な
い
。
最
近
の
日

本
都
市
社
会
学
会
で
は
「
な
ぜ
地
上
げ
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
副
題
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
持

た
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
（『
日
本
都
市
社
会
学
会
年
報
』
三
五
号
、
二
〇
一
七
年
）。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、
橋
本
健
二

は
東
京
都
区
部
に
お
い
て
「
時
間
差
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
起
き
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
東
京
の
旧
中
間
階
級
た
る
家
族
経
営
の
自
営
業
者
層
な
ど
の
解
体
と
減
少
が
進
行
す
る
が
、
そ
の
人
口
的
空
白
は

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
新
中
間
階
級
の
流
入
ま
で
埋
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
バ
ブ
ル
期
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け



二
八

て
の
東
京
の
空
間
構
成
の
変
化
は
、
住
民
層
の
入
れ
替
え
を
伴
う
階
級
対
立
の
焦
点
で
は
な
く
、
都
心
の
空
洞
化
と
し
て
経
験
・
観
察
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
東
京
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
三
〇
年
越
し
の
「
無
血
革
命
」
だ
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の

論
旨
で
あ
る
（
橋
本
二
〇
一
七
）。

こ
の
橋
本
健
二
の
議
論
は
東
京
都
心
部
に
照
準
し
た
話
で
あ
っ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
時
間
差
を
伴
っ
て
起
き
て
い

る
、
と
い
う
点
を
少
し
拡
張
し
て
考
え
る
と
、
日
本
全
体
に
適
用
で
き
る
議
論
た
り
う
る
。
地
方
都
市
に
お
い
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
・

新
中
間
階
級
化
し
た
上
で
世
帯
分
離
し
た
戦
後
生
ま
れ
コ
ー
ホ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
農
地
だ
っ
た
郊
外
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
郊
外
都
市
の
中
心
市
街
地
空
洞
化
や
ド
ー
ナ
ツ
化
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
起
き
た
。
大
都
市
圏
に
し
て
も

二
〇
世
紀
の
あ
い
だ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
流
入
人
口
は
持
ち
家
マ
イ
ホ
ー
ム
を
郊
外
に
取
得
し
た
の
だ
か
ら
、
現
象
と
し
て
は
同
じ
で
あ

る
。
新
中
間
階
級
（
と
い
う
意
識
を
持
っ
た
層
）
が
、
あ
た
か
も
焼
畑
の
よ
う
に
旧
農
地
を
新
興
住
宅
化
し
て
い
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
現
象

を
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
た
い
の
で
あ
る
。
旧
農
地
が
住
宅
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に

入
居
し
た
世
帯
は
脱
農
化
（
職
業
変
化
）
し
、
か
つ
持
家
資
産
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
階
層
上
昇
」
し
た
と
の
認
識
を
持
つ
と
思
わ

れ
る
の
で
、
単
な
る
「
焼
畑
型
持
家
建
設
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
は
な
く
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
概
念
が
適
当
だ

ろ
う
。

定
義
す
れ
ば
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
仮
説
と
は
、「
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
、
都
市
郊
外
に
お
い
て
旧
農
地
が

新
中
間
階
級
の
宅
地
に
転
用
さ
れ
て
い
く
現
象
が
普
遍
的
と
な
り
、
そ
れ
が
ポ
ス
ト
団
塊
世
代
の
住
処
と
な
っ
た
。
か
つ
居
住
者
自
身
に

は
、
そ
れ
は
資
産
形
成
及
び
階
層
上
昇
と
認
識
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
こ
の
現
象
が
一
般
的
に
起
き
た
と
す
れ
ば
、
欧
米

の
よ
う
に
都
市
内
部
で
政
治
的
対
立
が
高
ま
る
こ
と
は
な
く
、
生
活
保
守
主
義
と
個
人
主
義
が
高
ま
る
一
方
で
、
共
同
体
の
記
憶
は
引
き



二
九

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

継
が
れ
な
い
。
農
民
・
労
働
運
動
か
ら
住
民
運
動
・
ま
ち
づ
く
り
に
連
な
る
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
強
制
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
若
い
コ
ー
ホ
ー
ト
の
居
住
先
と
し
て
選
択
さ
れ
る
主
流
が
中
心
市
街
地
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
移

行
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
場
所
の
記
憶
が
引
き
継
が
れ
ず
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
去
勢
さ
れ
る
と
い
う
問
題
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
日

本
社
会
が
抱
え
る
宿
痾
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

と
問
題
提
起
し
た
い
。

4
─

2　

焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
仮
説
の
検
証

以
上
の
仮
説
を
、
で
き
る
限
り
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
検
証
し
て
み
た
い
。
農
地
転
用
が
住
宅
地
の
主
た
る
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
事

実
は
、
農
林
水
産
省
と
国
土
交
通
省
の
統
計
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
毎
年
の
住
宅
供
給
面
積
の
七
─

八
割
を
、
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
旧
農
地
が
提
供
し
て
い
る
（
図
8
）
こ
と
に
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。

「
意
味
」
を
失
っ
た
空
間
に
新
規
供
給
さ
れ
た
、
伝
統
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
き
ピ
カ
ピ
カ
の
住
宅
に
若
い
世
代
が
住
ん
で
い
く
こ
と
で
、

住
民
運
動
の
伝
統
も
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ポ
ス
ト
団
塊
世
代
が
ど
の
よ
う
な
形
態
の
新
規
持
家
を
選
択
し
た
か
「
土

地
・
住
宅
統
計
調
査
」
デ
ー
タ
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
表
3
）。
中
古
住
宅
は
新
規
持
家
取
得
の
二
─

三
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
最
近
に

な
る
ほ
ど
・
若
い
世
代
ほ
ど
、
分
譲
建
売
住
宅
や
新
築
に
傾
斜
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
基
本
的
に
分
譲
建
売
も
新
築
も
既
存
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
建
築
物
で
あ
る（（1
（

。
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
統
に
接
続
さ
れ
た
建
築
物
（「
中
古
住
宅
を
購
入
」「
建
て

替
え
」「
相
続
・
贈
与
」
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
合
計
＝
こ
こ
で
は
「
伝
統
接
続
型
住
宅
」
と
呼
ぼ
う
）
と
、
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
新
築
建
築
物
（「
新

築
の
住
宅
を
購
入
」「
新
築
（
建
て
替
え
を
除
く
）」
の
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
＝
こ
こ
で
は
「
焼
畑
型
住
宅
」
と
呼
ぼ
う
）
と
の
比
率
を
、
千
葉
市
と
鴨
川

市
と
で
比
較
し
て
み
た
の
が
図
9
で
あ
る
。
と
り
わ
け
典
型
的
な
旧
農
村
型
郊
外
で
あ
る
千
葉
市
緑
区
を
見
る
と
、
高
度
成
長
末
期
以
降



三
〇

（参考）

（1988 ─ 2013
平均）

表3　新規持家住宅の年齢別・新築中古別戸数（全国）
高度成長末以降の44年間合計 全年齢 （世帯主）39歳まで 40─59歳 60歳以上 持家の

1969─2013新規持家総数（戸） 27045600 100％ 10527800 100％ 12662300 100％ 3691400 100％ 再建築率
新築住宅を購入（分譲・建売等） 7791900 29％ 7791900 74％ 3301000 26％ 550100 15％ （国交省）
中古住宅を購入（1974─2013） 599000 2％ 228300 2％ 255700 2％ 101000 3％ ↓
新　築（建て替えを除く） 10935700 40％ 4901000 47％ 4912400 39％ 1088900 29％
建 替 え 7066400 26％ 1328700 13％ 3813600 30％ 1793400 49％ 26.2％

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
H21以降新規持家総数（戸） 2408100 100％ 948700 100％ 897900 100％ 515000 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 747400 31％ 335800 35％ 303500 34％ 86800 17％
中 古 住 宅 を 購 入 73000 3％ 23100 2％ 27300 3％ 19700 4％
新　築（建て替えを除く） 1001400 42％ 509400 54％ 370900 41％ 109400 21％
建 て 替 え 492700 20％ 61600 6％ 167500 19％ 256500 50％ 16.2％
相 続 ・ 贈 与 で 取 得 44800 2％ 6100 1％ 14400 2％ 22300 4％ （H21）

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
H16以降新規持家総数 3008700 100％ 1166400 100％ 1160100 100％ 608100 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 1074700 36％ 502400 43％ 415500 36％ 111000 18％
中 古 住 宅 を 購 入 82000 3％ 26800 2％ 31300 3％ 20800 3％
新　築（建て替えを除く） 1137500 38％ 545300 47％ 429300 37％ 149500 25％
建 て 替 え 629300 21％ 77400 7％ 251100 22％ 291700 48％ 21.5％
相 続 ・ 贈 与 で 取 得 47500 2％ 6800 1％ 19600 2％ 19500 3％ （H16）

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
H11以降新規持家総数 3268200 100％ 1154200 100％ 1458000 100％ 624600 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 1130200 35％ 506200 44％ 481700 33％ 123100 20％
中 古 住 宅 を 購 入 74500 2％ 25300 2％ 30300 2％ 17900 3％
新　築（建て替えを除く） 1255600 38％ 524500 45％ 551400 38％ 173900 28％
建 て 替 え 739600 23％ 84000 7％ 364500 25％ 286700 46％ 30.2％
相 続 ・ 贈 与 で 取 得 31900 1％ 5300 0％ 14900 1％ 11200 2％ （H11）

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
H6以降新規持家総数 3560800 100％ 1181900 100％ 1756300 100％ 622700 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 1082300 30％ 519600 44％ 480400 27％ 82300 13％
中 古 住 宅 を 購 入 65200 2％ 19100 2％ 31800 2％ 14300 2％
新　築（建て替えを除く） 1372000 39％ 507900 45％ 675400 38％ 188600 30％
建 て 替 え 1000900 28％ 125300 7％ 550100 31％ 325600 52％ 34.4％
相 続 ・ 贈 与 で 取 得 23000 1％ 4500 0％ 11200 1％ 6500 1％ （H6）

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
H1以降新築持家総数 3121400 100％ 922700 100％ 1716200 100％ 475700 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 728100 23％ 307100 33％ 364500 21％ 52400 11％
中 古 住 宅 を 購 入 77600 2％ 27000 3％ 39900 2％ 10500 2％
新　築（建て替えを除く） 1239300 40％ 425900 46％ 655600 38％ 156800 33％
建 て 替 え 1029500 33％ 149400 16％ 631600 37％ 247000 52％
相 続 ・ 贈 与 で 取 得 21400 1％ 5300 1％ 11900 1％ 4100 1％

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
S59以降新規持家総数 3201900 100％ 1183700 100％ 1644700 100％ 365200 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 937100 29％ 440700 37％ 435400 26％ 54100 15％
中 古 住 宅 を 購 入 90600 3％ 32600 3％ 46900 3％ 10800 3％
新　築（建て替えを除く） 1272700 40％ 524800 44％ 620500 38％ 126600 35％
建 て 替 え 832400 26％ 163500 14％ 505300 31％ 162800 45％ 30.1％
相 続 ・ 贈 与 で 取 得 47800 1％ 13700 1％ 26300 2％ 7700 2％ （S59）

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
S54以降新規持家総数 3671000 100％ 1514900 100％ 1866700 100％ 289400 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 1066800 29％ 543800 36％ 482500 26％ 36100 12％
中 古 住 宅 を 購 入 105500 3％ 46300 3％ 43700 2％ 8800 3％
新　築（建て替えを除く） 1490900 41％ 659000 44％ 725000 39％ 106600 37％
建 て 替 え 930800 25％ 225900 15％ 579900 31％ 125000 43％
そ の 他 77000 2％

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
S49以降新規持家総数 4001300 100％ 1741100 100％ 1973200 100％ 285500 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 992400 25％ 556800 32％ 409400 21％ 25500 9％
中 古 住 宅 を 購 入 108200 3％ 55100 3％ 44400 2％ 8700 3％
新　築（建て替えを除く） 1706100 43％ 808600 46％ 792200 40％ 104700 37％
建 て 替 え 1121200 28％ 283200 16％ 697600 35％ 140000 49％
そ の 他 73400 2％

全年齢 39歳まで 40─59歳 60歳以上
S44以降新規持家総数 3925600 100％ 1636900 100％ 1905400 100％ 380900 100％
新 築 の 住 宅 を 購 入 761000 19％ 456600 28％ 292600 15％ 31200 8％
中 古 住 宅 を 購 入 ─ ─ ─ ─
新　築（建て替えを除く） 1699500 43％ 821500 50％ 747700 39％ 129600 34％
建 て 替 え 1319500 34％ 307800 19％ 697600 37％ 205100 54％
そ の 他 99300 3％ ＊この回（S48年度住宅統計調査）には「中古住宅を購入」の項目なし

以上のデータは5年毎に実施される「（土地・）住宅統計調査」から作成。昭和49年調査より継続発表されている「家計を主に
支える者の男女、年齢、従前の居住形態、建て替え・購入・新築等別＊＊年以降に建築された持ち家数─全国」表に基づく。
ただし、再建築率は国土交通省「住宅着工統計による再建築状況の概要」（各年版）による。



三
一

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

に
猛
烈
な
勢
い
で
新
築
持
家
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
新
規
流
入
層
の
影
響
で
地
域
の
職
業
・
階
級
構
成
も

変
化
し
た
こ
と
が
、
図
⓾
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鴨
川
市
は
、
よ
う
や
く
一
九
九
〇
年
代
に
伝
統
接
続
建
築
と
新
規
建
築
の

割
合
が
半
々
に
な
り
、
ま
た
階
層
構
成
の
変
化
も
緩
や
か
で
あ
る
。
相
対
的
に
最
近
ま
で
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の

影
響
か
ら
免
れ
た
と
言
え
る
。

以
上
の
議
論
を
要
約
す
れ
ば
、
高
度
成
長
期
以
降
日
本
で
は
「
伝
統
あ
る
住
宅
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
み
継
ぐ
」
の
で
は
な
く
、「
農

地
を
つ
ぶ
し
て
新
築
す
る
マ
イ
ホ
ー
ム
に
住
む
」
と
い
う
常
識
が
一
般
化
し
た
の
で
あ
る
（
二
一
世
紀
以
降
は
「
再
開
発
さ
れ
た
駅
近
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
む
」
形
に
変
化
し
た
が
、「
住
み
継
が
な
い
」
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
）。
そ
し
て
、
そ
れ
は
地
域
の
階
層
の
入
れ
替
え
を
伴
い
、
地

域
の
政
治
的
断
絶
を
導
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
を
形
成
し
た
滝
山
団
地
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
一
時
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
原
武
史
一
家
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
団

地
居
住
者
の
多
く
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
典
型
と
す
る
新
築
分
譲
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
と
更
に
転
居
し
て
い
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
住
宅
双
六
」

で
あ
る
）。
農
民
運
動
・
労
働
運
動
の
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
住
民
運
動
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
も
の
の
永
続
せ
ず
、
場
所
に
刻
み
込
ま

れ
た
記
憶
を
失
っ
た
結
果
、
ポ
ス
ト
団
塊
世
代
の
前
に
は
非
政
治
化
さ
れ
た
非
連
帯
の
荒
れ
地
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
引
き
継
げ
た
の
は
、
石
田
三
示
の
鴨
川
な
ど
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
空
間
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
展
開
し
て
き
た
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
仮
説
の
妥
当
性
を
何
ほ
ど
か
認
め
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、

一
九
八
〇
年
代
が
「
社
会
運
動
冬
の
時
代
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
深
い
含
意
が
あ
っ
た
と
我
々
は
思
い
当
た
る
。
そ
れ
は
サ
イ
ク
ル

の
谷
間
の
一
時
的
な
現
象
で
は
な
く
、
二
一
世
紀
地
域
社
会
の
広
大
な
非
連
帯
領
域
を
予
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ま
社
会
運
動
論
の

文
脈
か
ら
注
目
さ
れ
るSEA

LS

に
し
て
も
市
民
連
合
に
し
て
も
、
地
域
と
労
働
の
場
か
ら
立
ち
上
が
る
「
生
活
」
を
媒
介
に
し
た
連
帯
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図8　住宅に転用された農地面積と、新規供給された住宅地面積

図9　千葉県鴨川市と千葉市における、伝統/新規建築の割合（13）

農林水産省経営局「土地管理情報収集分析調査」および国土交通省「全国の宅地供給量の推移」
（http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/toti_kanri/index.html,http://www.mlit.go.jp/kisha/
kisha07/03/030926/01.pdf）（12）
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高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

で
は
な
い
た
め
、
平
均
的
な
日
本
人
の
生
活
世
界
ま
で
到
達
し
て

い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
平
均
的
な
日
本
人
は
、
む
し
ろ

二
〇
一
〇
年
代
に
は
ネ
ッ
ト
右
翼
の
言
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

一
部
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
日
常
的
に
見
聞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

－0.04

0.01

0.06

0.11

0.16

0.21

0.26

0.31

0.36

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

緑緑区区自自営営業業主主 緑緑区区家家族族従従業業者者 鴨鴨川川市市自自営営業業主主

鴨鴨川川市市家家族族従従業業者者 緑緑区区専専門門管管理理 緑緑区区ササーービビスス

緑緑区区農農林林漁漁業業 緑緑区区生生産産労労務務 鴨鴨川川専専門門管管理理

鴨鴨川川ササーービビスス 鴨鴨川川農農林林漁漁業業 鴨鴨川川生生産産労労務務

図10　千葉県鴨川市と千葉市緑区における就業者職業の変化（1975─2015）

出所：国勢調査報告千葉県版より計算。鴨川市については、2005 年に合併した天津小湊町分を遡っ
て合算。緑区については、区別統計が存在しない 1990 年以前のデータは、1995 年時点で
の市 / 区比率を根拠に按分して算出。
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５ 

高
度
経
済
成
長
の
負
の
遺
産
：
過
剰
制
度
化
の
果
て
に

2
節
か
ら
3
節
に
か
け
て
概
観
し
た
よ
う
に
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
生
活
─

労
働
現
場
か
ら
の
連
帯
を
目
指
す
運
動
や
、
そ
の
萌
芽

と
し
て
有
力
だ
っ
た
「
労
働
者
の
学
習
会
」「
農
村
図
書
館
・
農
民
教
育
運
動
」
等
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
高
度
成
長
期
に
制
度
に
回

収
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、地
域
社
会
の
高
度
成
長
で
あ
っ
た
、と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
人
々
は
「
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
へ
と
向
か
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
場
所
に
刻
み
込
ま
れ
た
政
治
的
意
味
を
手
放
し
て
い
っ
た
。
確
か
に
高
度
成
長
期
は
住
民
運

動
が
花
開
い
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、運
動
論
的
に
見
れ
ば
一
定
の
「
成
功
」
で
あ
る
（
と
い
っ
て
も
、個
別
争
点
で
は
負
け
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ

た
が
）。
し
か
し
、住
民
運
動
と
い
う
果
実
は
、他
の
先
進
国
に
お
い
て
は
存
続
し
政
治
的
結
集
の
根
拠
で
あ
り
続
け
て
い
る
「
農
民
運
動
」

「
労
働
運
動
」
が
枯
れ
た
上
に
実
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
社
会
基
盤
が
変
化
す
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
衰
退
す
る
の
は
必
然
だ
っ
た
。
か
つ

て
住
民
運
動
や
革
新
自
治
体
が
高
揚
し
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
国
粋
的
・
右
派
的
政
治
が
四
〇
年
後
の
平
成
末
期
に
生
ま
れ
て

い
る
と
い
う
現
実
は
、
改
め
て
高
度
成
長
期
に
お
け
る
「
過
剰
制
度
化
」
と
「
非
政
治
化
」
の
捉
え
直
し
を
迫
る
も
の
だ
。
重
ね
て
強
調

す
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
農
民
・
労
働
運
動
は
高
度
成
長
期
に
制
度
化
ま
た
は
衰
退
し
、
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
農
民
・

労
働
者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
と
焼
畑
型
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
基
盤
を
失
い
、
非
政
治
化
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
の
あ
と

に
は
、
家
連
合
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
都
市
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
非
連
帯
・
無
縁
の
領
域
が
広
大
に
残
さ
れ
た
。
そ
れ

ゆ
え
社
会
運
動
史
上
の
断
絶
が
決
定
的
に
な
っ
た
の
が
一
九
八
〇
年
代
だ
っ
た
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
二
〇
一
七
年
現
在
に
な
っ
て
み
れ

ば
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
生
活
─

労
働
運
動
の
組
織
が
崩
壊
し
た
点
で
日
本
は
先
進
国
と
呼
べ
る
の
か
？　

と
い
う
問
い
が
我
々
に
は
突
き
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五

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

つ
け
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
本
稿
で
批
判
的
に
扱
っ
て
き
た
単
線
的
近
代
化
論
風
に
敢
え
て
語
れ
ば
、
社
会
運
動
分
野
で
日
本
は
韓
国
・
台

湾
に
追
い
抜
か
れ
た
と
評
価
す
る
べ
き
だ
。

こ
の
よ
う
な
生
活
─

労
働
運
動
の「
浸
食
」現
象
は
、昭
和
後
期
に
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
た
明
治
日
本
に
源
流
を
持
つ
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ

メ
ン
ト
層
に
と
っ
て
「
成
功
」
に
他
な
ら
な
い
。
連
帯
運
動
の
過
剰
制
度
化
後
に
生
ま
れ
た
生
活
空
間
の
真
空
状
態
。
こ
れ
こ
そ
、「
創

ら
れ
た
伝
統
」
と
し
て
成
立
し
た
に
過
ぎ
な
い
高
度
成
長
期
の
諸
慣
行
が
日
本
の
本
質
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
、
さ
ら
に
は
近
現
代
日

本
に
関
す
る
誤
っ
た
（
事
実
の
前
に
頭
を
垂
れ
る
こ
と
の
な
い
）
歴
史
解
釈
を
信
じ
込
む
層
の
出
現
を
、
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
高
度
成

長
期
を
明
示
的
な
理
想
と
す
る
こ
と
は
、
盛
ん
だ
っ
た
住
民
運
動
を
も
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
明
治
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

層
と
し
て
は
容
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
明
治
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
層
と
そ
の
別
働
隊
は
、
言
語
化
さ
れ
な
い
欲
望
と
し
て
は

高
度
成
長
期
日
本
の
栄
光
（
こ
れ
が
歴
史
上
の
様
々
な
ボ
ー
ナ
ス
が
も
た
ら
し
た
偶
然
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、『
平
成
史
』（
河
出
書
房
新
社
）
の
各
章

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
を
取
り
戻
し
た
い
の
だ
が
（
経
済
政
策
に
お
い
て
伝
統
的
成
長
信
仰
を
振
り
ま
き
続
け
る
）、
そ
の
た
め
の
政
治
資
源
と

し
て
明
治
政
府
の
国
体
を
理
想
化
し
（
こ
と
し
展
開
さ
れ
る
「
明
治
一
五
〇
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
そ
の
絶
好
の
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
）、
国
際
関

係
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
庇
護
を
信
じ
る
（
ふ
り
を
す
る
）
と
い
う
倒
錯
し
た
「
事
大
物
語
」
を
信
仰
す
る
結
果
を
招
く
。
こ
の
よ
う
に
論

理
的
に
破
綻
し
た
物
語
を
政
権
が
公
然
と
掲
げ
続
け
る
冗
談
の
よ
う
な
状
況
は
、
福
武
直
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
戦
前
国
体
の
反
省
を
踏

ま
え
自
己
形
成
し
て
き
た
戦
後
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
わ
け
だ
が
、
労
働
運
動
を
含
む
職
域
団
体
・
利
益
団
体
が
退
潮

し
て
唯
一
残
っ
た
政
治
組
織
が
国
粋
派
新
宗
教
群
で
あ
る
と
い
う
構
造
的
な
背
景
が
生
み
出
し
て
い
る
、
紛
れ
も
な
い
現
実
で
あ
る
。
現

在
の
状
況
は
白
井
聡
が
喝
破
し
て
い
る
よ
う
に
、「
永
続
敗
戦
レ
ジ
ー
ム
」
が
呼
び
出
し
た
、
一
種
の
鬼
っ
子
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

逆
に
言
え
ば
、
高
度
成
長
期
に
崩
壊
が
始
ま
っ
た
生
活
─

労
働
連
帯
の
「
別
で
も
あ
り
え
た
可
能
性
」
を
呼
び
戻
す
こ
と
で
、
新
時
代
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六

の
展
望
を
知
的
に
切
り
開
い
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
昭
和
期
日
本
の
農
民
運
動
・
労
働
運
動
の
現
場
を
再
解
剖
す

る
意
義
が
大
き
い
と
考
え
、
ま
ず
は
取
り
組
ん
で
み
た
次
第
で
あ
る
。

A
cknow

ledgem
ents

本
報
告
の
う
ち
特
に
2
節
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
千
葉
エ
リ
ア
に
お
け
る
有
機
農
業
運
動
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
社
会
学

的
考
察
」（
課
題
番
号17H

02586

、
米
村
千
代
研
究
代
表
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
3
節
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ａ
「
東
ア

ジ
ア
産
炭
地
の
再
定
義
」（
課
題
番
号26245059

、
中
澤
秀
雄
研
究
代
表
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）
本
稿
は
二
〇
一
九
年
一
月
二
七
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
学
術
会
議
社
会
学
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

高
度
成
長
期
『
日

本
型
シ
ス
テ
ム
』
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」
に
お
い
て
報
告
し
た
原
稿
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
私
が
大
学
院
生
時
代
の
一
九
九
六
年
に
調
査
し
た
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
（
当
時
）
の
住
民
投
票
運
動
は
（
中
澤
二
〇
〇
五
）、
今
か
ら
考
え

る
と
、
ま
さ
に
ム
ラ
型
社
会
が
郡
部
に
お
い
て
も
消
滅
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
象
徴
的
事
件
だ
っ
た
。

（
3
）
注（
2
）で
言
及
し
た
巻
町
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
見
直
す
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。「
一
家
族
の
中
で
政
治
的
意

見
を
集
約
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
自
分
の
政
治
的
意
見
を
述
べ
た
あ
と『
若
い
人
は
わ
か
ら
ん
よ
』と
付
け
足
す
こ
と
が
普
通
に
な
っ
た
。

以
前
は
、
一
人
に
会
え
ば
三
─
五
票
が
約
束
さ
れ
た
が
、
い
ま
は
一
票
だ
け
で
す
」（
高
校
教
諭
・
桑
原
正
史
氏
の
発
言
、
一
九
九
六
年
三
月
）。

（
4
）http://w

w
w

.ipss.go.jp/site-ad/index_Japanese/ps-idou-index.asp

（
5
）
例
え
ば
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
史
を
研
究
し
た
林
浩
一
郎
の
聞
き
書
き
は
印
象
的
で
あ
る
。
林
浩
一
郎
（
二
〇
一
〇
）
ほ
か
参
照
。

（
6
）
都
市
的
な
耐
久
消
費
財
の
普
及
が
、
農
村
で
は
都
市
に
遅
れ
て
一
九
六
〇
年
代
末
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
は
、
吉
川
洋
『
高
度
成
長
』
の
五

六
─
五
七
ペ
ー
ジ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
鴨
川
市
大
山
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
山
千
枚
田
保
存
会
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
千
葉



三
七

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

大
社
会
学
研
究
室
（
筆
者
の
ほ
か
片
桐
正
隆
・
尾
形
彰
・
米
村
千
代
・
澁
谷
望
お
よ
び
大
学
院
生
）
と
し
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

（
8
）
農
村
社
会
学
者
・
中
野
芳
彦
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
戦
後
の
一
時
期
、農
村
の
運
動
の
大
き
な
柱
は
青
年
を
中
心
と
す
る
文
化
運
動
だ
っ

た
。
昭
和
二
二
、
三
年
頃
か
ら
の
学
習
、
生
活
記
録
、
演
劇
、
歌
声
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
は
じ
め
の
『
反
封
建
』
が
や
が

て
『
反
独
占
』
に
と
か
わ
り
、
農
業
の
苦
し
さ
、
農
村
の
貧
し
さ
か
ら
の
自
由
や
解
放
を
求
め
て
、
安
保
斗
争
の
頃
に
は
そ
の
頂
点
を
迎
え
る
。

し
か
し
そ
の
後
の
高
度
成
長
は
こ
れ
ら
の
文
化
運
動
を
完
全
に
呑
み
こ
ん
で
し
ま
う
」（「
千
葉
県
の
『
産
直
運
動
』」
冒
頭
）。

（
9
）
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
筆
者
ら
が
二
〇
一
二
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
釧
路
で
小
西
氏
に
断
続
的
に
実
施
し
た
調
査
記
録
か
ら
の
抜
粋
で
あ

る
。
引
用
部
分
を
含
め
全
体
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
編
集
し
た
成
果
物
と
し
て
は
、『JA

FCO
F

リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ーvol.12

』
と
し
て
内
部

で
冊
子
化
し
て
い
る
が
、
小
西
氏
ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
公
刊
は
し
て
い
な
い
。

（
10
）
「
朝
日
新
聞
」
の
戦
後
記
事
か
ら
氏
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
作
成
方
法
の
詳
細
は
同
氏
著
『
抗

い
の
条
件
』
人
文
書
院
（
二
〇
〇
五
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
本
図
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ほ
ん
ら
い
一
二
あ
っ
た
運
動
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う

ち
論
旨
に
関
係
す
る
も
の
だ
け
を
グ
ラ
フ
に
提
示
し
、
他
は
「
全
体
」
の
中
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
「
抗
議
イ
ベ

ン
ト
数
」
で
あ
り
、
日
常
的
な
学
習
会
な
ど
記
事
化
さ
れ
な
い
出
来
事
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）
な
お
、（
土
地
・
）
住
宅
統
計
調
査
に
い
う
「
建
て
替
え
」
の
率
は
国
土
交
通
省
の
別
の
統
計
の
「
再
建
築
率
」（
既
存
の
住
宅
を
除
却
し
て
、

引
き
続
き
そ
の
敷
地
に
住
宅
を
着
工
す
る
こ
と
）と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
、表
3
か
ら
確
認
で
き
る
。
逆
に
い
う
と
表
3
に
い
う「
新
築（
建

て
替
え
を
除
く
）」
の
大
部
分
は
新
規
に
土
地
を
取
得
し
て
建
築
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
推
論
で
き
る
。
親
の
家
が
あ
る
敷
地
の
一
角
に
新
築
し
た
よ

う
な
例
外
的
ケ
ー
ス
の
み
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
続
性
が
保
た
れ
る
。
な
お
総
務
省
統
計
局
は
こ
こ
で
い
う
「
新
築
」
に
つ
い
て
「『
新
築

の
住
宅
を
購
入
』
及
び
『
建
て
替
え
』
以
外
の
場
合
で
、
新
し
く
住
宅
（
持
ち
家
）
を
建
て
た
場
合
又
は
以
前
あ
っ
た
住
宅
以
外
の
建
物
や
施
設

を
取
り
壊
し
て
そ
こ
に
新
し
く
住
宅
（
持
ち
家
）
を
建
て
た
場
合
」
と
定
義
し
て
い
る
。

（
12
）
た
だ
し
農
地
転
用
面
積
の
う
ち
一
九
七
五
年
以
前
の
数
値
は
農
林
水
産
省http://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/nousin/noukei/totiriyo/tenyou_

kisei/270403/pdf/sankou2.pdf

「
農
地
転
用
等
の
状
況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

（
13
）
平
成
二
〇
年
土
地
・
住
宅
統
計
調
査
（
千
葉
県
版
）
の
第
9
表
か
ら
作
成
し
た
。
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八

文　
　
　

献

天
野
正
子　

二
〇
〇
五
『「
つ
き
あ
い
」
の
戦
後
史
：
サ
ー
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拓
く
地
平
』
吉
川
弘
文
館

石
岡
久
美　

一
九
六
三
「
千
葉
県
農
村
中
堅
青
年
養
成
所
に
お
け
る
技
術
教
育
の
実
際
」『
月
刊
社
会
教
育
』
七
（
二
）：
三
二
─
三
五

原
武
史　

二
〇
〇
七
『
滝
山
コ
ミ
ュ
ー
ン
1
9
7
4
』
講
談
社

橋
本
健
二　

二
〇
一
七
「
1
9
8
0
年
代
以
降
の
格
差
拡
大
と
大
都
市
分
極
化
」『
日
本
都
市
社
会
学
会
年
報
』
三
五
：
二
三
─
四
四

林
浩
一
郎　

二
〇
一
〇
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
農
住
都
市
」
の
構
想
と
現
実
」『
日
本
都
市
社
会
学
会
年
報
』
二
八
：
一
八
三
─
二
〇
〇

平
尾
元
彦　

二
〇
〇
〇
「
九
州
地
域
に
お
け
る
公
共
投
資
と
人
口
移
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」『
社
会
情
報
学
研
究
：
呉
大
学
社
会
情
報
学

部
紀
要
』
六
：
五
三
─
六
二

菱
沼
達
也　

一
九
八
六
『
村
と
学
校
を
結
ぶ　

第
３
報
』
東
京
教
育
大
学
農
学
部
成
田
分
室

本
田
由
紀　

二
〇
一
四
『
社
会
を
結
び
な
お
す
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

石
田
光
規　

二
〇
一
五
『
つ
な
が
り
づ
く
り
の
隘
路
：
地
域
社
会
は
再
生
す
る
の
か
』
勁
草
書
房

鎌
田
と
し
子
・
鎌
田
哲
宏　

一
九
九
三
『
日
鋼
室
蘭
争
議
三
〇
年
後
の
証
言
─
─
重
化
学
工
業
都
市
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
２
』
御
茶
の
水
書

房

中
澤
秀
雄　

二
〇
〇
五
『
住
民
投
票
運
動
と
ロ
ー
カ
ル
レ
ジ
ー
ム
』
ハ
ー
ベ
ス
ト
社

中
島
紀
一　

二
〇
一
五
『
野
の
道
の
農
学
論
』
筑
波
書
房

中
野
芳
彦　

一
九
七
八
「
千
葉
県
の
『
産
直
運
動
』」
日
本
村
落
研
究
学
会
『
研
究
通
信
』N

o.

一
一
二
：
二
─
一
三
（
同
学
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

http://sonken.adam
.ne.jp/index.htm

l　

よ
り
取
得
）

西
城
戸
誠　

二
〇
〇
五
『
抗
い
の
条
件
』
人
文
書
院

西
城
戸
誠　

二
〇
一
八
刊
行
予
定
「
産
炭
地
の
女
性
た
ち
」
中
澤
秀
雄
・
嶋
崎
尚
子
編
『
炭
鉱
と
「
日
本
の
奇
跡
」』
青
弓
社

野
澤
千
絵　

二
〇
一
六
『
老
い
る
家
崩
れ
る
街
：
住
宅
過
剰
社
会
の
末
路
』
講
談
社
現
代
新
書

道
場
親
信　

二
〇
一
五
『
下
丸
子
文
化
集
団
と
そ
の
時
代
』
み
す
ず
書
房

奥
田
道
大　

一
九
八
三
『
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
論
』
東
京
大
学
出
版
会

大
門
正
克
編
著　

二
〇
一
二
『
新
生
活
運
動
と
日
本
の
戦
後
』
日
本
経
済
評
論
社



三
九

高
度
成
長
期
に
お
け
る
地
域
生
活
─

労
働
連
帯
の
浸
食
（
中
澤
）

大
月
敏
雄　

二
〇
〇
六
『
集
合
住
宅
の
時
間
』
王
国
社

吉
川
洋　

一
九
九
七
『
20
世
紀
の
日
本
６　

高
度
成
長
：
日
本
を
変
え
た
6
0
0
0
日
』
読
売
新
聞
社

（
本
学
法
学
部
教
授
）


